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典
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次

は
じ
め
に

一

「急
進
」
的
契
機
と

「穏
健
」
的
契
機

-

初
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ッ
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二
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在
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三
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政
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テ
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シ
ャ
ル
-

『暴
か
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ト
』

む
す
び

に
か
え
て

は
じ
め
に

S

･
T

･
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ

(
S
a
m
u
e
l
 
T
a
y
l
o
r
 
C
o
l
e
r
i
d
g
e
,
1
7
7
2
-
1
8
3
4

)
は
イ
ギ
リ
ス

･
ロ
マ
ン
派
を
代
表
す
る
思
想
家

の

一
人

で
あ
る
が
、

一
般
に
は
専
ら
詩
人
あ
る
い
は
文
芸
批
評
家
と
し
て
の
み
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
お
い
て
彼

の
政
治
思
想

に
関
す

る
研
究
は
、
彼
の
文
学
作
品

に
関
す
る
膨
大
な
研
究
に
比
較
す
る
と
、
零

で
は
な

い
に
せ
よ
、
圧
倒
的
に
少

な
か
っ
た
と
言

っ
て
よ
い
。



だ
が
、

一
九
六
九
年

に
刊
行
が
始
ま
っ
た
K

･
コ
バ
ー
ン
を
編
集
主
幹
と
す
る
著
作
集
は
、

コ
ー
ル
リ

ッ
ジ

の
詩
や
文
芸
批
評

-

無
論
、
狭

い
意
味
で
の
-

が
、
彼
の
極
め
て
多
岐
に
わ
た
る
思
想
家
と
し
て
の
営
み
の
、
ほ
ん
の

一
部
に
す
ぎ
な
か

っ
た
こ
と
を
白

日
の
下
に
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
著
作
集

の
刊
行
に
よ

っ
て
、
非
常
に
狭

い
意
味
で
の

「詩
人
」

コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
あ
る
い
は

「
文
芸
批

評
家
」

コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
と

い
う
先
入
観
を
捨

て
、
彼
を

一
人
の
思
想
家
と
し
て
検
討
す
る
た
め
の
十
分
な
客
観
的
条
件
が
今
や
整
え
ら

れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
よ
う
や
く

一
九
八
○
年
代
の
後
半
か
ら
、
J

･
T
･
ミ
ラ
ー
の

『
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
啓
蒙
』
(
一
九
八

七
年
)
や
J

･
モ
ロ
ウ
の

『
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
政
治
思
想
』

(
一
九
九
〇
年
)
等
、
彼

の
政
治
思
想
を
包
括
的

に
論
じ
た
研
究
も
見
ら
れ

る

よ

う

に

な

っ
た

。

そ

し

て
就

中

注

目

す

べ
き

は

ミ

ラ

ー

と

モ

ロ

ウ

の

両

者

が

、

互

い

の
研

究

に
全

く

言

及

し

て

い
な

い

に

も

関

わ

ら

ず

、

共

に

C

･
ロ
ビ

ン
ズ

、

B

･
ベ

イ

リ

ン
、

J

･
G

･
A

･
ポ

ー

コ

ッ
ク

等

に
代

表

さ

れ

る
近

年

の
英

米

政

治

思

想

史

の

「
見

直

し

論
　
R
e
v
i
s
i
o
n
i
s
m

」
-

一
八
世
紀
に
お
け
る
共
和
主
義
的
文
脈
の
重
視
-

を
背
景
と
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
今
や
他
な
ら
ぬ
政
治

思
想
史
研
究

に
お
い
て
、
全
く
新
し

い
コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
像
が
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。

本
稿
は
こ
う
し
た
研
究
史
を
踏
ま
え
つ
つ
、
初
期

(
一
七
九
四
～
九
五
年
)
-

彼

の
生
涯

の
中
で

「最
も
騒
々
し
く
、
あ
る
意
味
で

は
最
も
形
成
的
な
時
期
」
-

に
お
け
る
コ
ー
ル
リ

ッ
ジ

の
思
想
の
展
開
を
内
在
的

に
再
構
成
す
る

一
つ
の
試

み
で
あ
る
。
よ
り
具
体
的

に
は

一
七
九
五
年

に
彼
が
ブ
リ
ス
ト
ル
で
行
な

っ
た

一
連
の
講
演
を
手
が
か
り
と
し

つ
つ
、
彼
の
初
期
政
治
思
想

の
内
的
構
造
を
素
描

す
る
作
業
を
行
な
う
。註

(1
)

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
政
治
思
想
に
つ
い
て
一
九
六
九
年
以
前
に
発
表
さ
れ
た
包
括
的
な
研
究
書
と
し
て
我
々
が
さ
し
あ
た
っ
て
参
照
し
得
た

の
は
、
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
政
治
的
著
作
に
現
代
的
な
政
治
理
論
を
読
み
込
も
う
と
す
る
C
a
l
l
e
o
［
1
9
6
6
］
と

、
各
著
作
に
丹
念
な
分
析
を
施

し
た
C
o
l
m
e
r[
1
9
5
9

]
の
二
点
で
あ
る
。
尚
、
我
が
国
の
六
九
年
以
後
の
研
究
と
し
て
は
、
最
も
包
括
的
な
岩
岡
［
一
九
九
〇
]
の
他
、



半

沢

[
一
九

八

六
]
、

柏

[
一
九
七

二
]
、

同
［
一

九

八

二
]
、

お

よ
び
戸

沢

健
次

氏

の
未
完

の
論

文
［
一

九

七
九

]
等

を
参

照
す

る
こ
と
が

で

き
た
。

又

、

コ
ー

ル
リ

ッ
ジ

の
哲

学

に
関

し
て
も
、

近
年

は
P
e
r
k
i
n
s[
1
9
9
4
]
等

、
戦
前

の
古

典
的

研
究
M
u
i
r
h
e
a
d
［
1
9
3
0

]

に
代

わ

り
得

る
優

れ

た
研
究

が

見

ら
れ

る
。

(2
)
K
a
t
h
l
e
e
n
 
C
o
b
u
r
n
,
e
t
 
a
l
.
(
e
d
s
.

)
,
T
h
e
 
C
o
l
l
e
c
t
e
d
 
W
o
r
k
s
 
o
f
 
S
a
m
u
e
l
 
T
a
y
l
o
r
 
C
o
l
e
r
i
d
g
e
,
L
o
n
d
o
n
&
P
r
i
n
c
e
t
o
n
,
N
.
J
.
:

R
o
u
t
l
e
d
g
e
 
&
K
e
g
a
n
 
P
a
u
l
,
1
9
6
9
-

(
3
)

無

論

、
我

々
は

コ
ー

ル
リ

ッ
ジ

が
優

れ
た
詩

人

で
あ

っ
た
こ
と
を
否

定
す

る
訳

で
は
な

い
が
、
W
h
i
t
e[
1
9
5
3
]

の
如
く

、
文

学
者

と
政

治

思
想

家

と

の
境
界

が

必
ず

し
も
明
瞭

で
は
な

か

っ
た
時

代

の
思

想
家

を

一
義
的

に

「詩

人

」
と
捉

え
た
上

で
、

そ
の
政
治

思
想

を
云

々

す

る
こ

と
は
、

そ

の
よ
う

な
時

代

の
作

家

を

一
義

的

に

「
政

治
思

想
家

」

と
捉

え

て
、
そ

の
作

品
を

云

々
す
る
こ
と
と

同
じ
く
、

あ
ま
り
生

産

的

な
議

論

で
あ

る

と
は

思
わ

れ
な

い
。
但

し

、

イ
ギ
リ

ス
･
ロ

マ
ン
派

の
政
治

思
想

一
般

を

「
詩
人

の
政

治
学

」

と
捉

え
る

ホ
ワ
イ
ト

の
議

論

は
、

我

が
国

に
お

い
て
は

八
〇

年

代

以
降

の
研

究

に

お
い
て
も
依

然
と

し
て
通
説

と
し

て
支

持

さ
れ
て

い
る
感

が
強

い

(例

え
ば

柏
［
一

九

八

二
]

六

八
頁
、

岩

岡

[
一
九

九
〇

]
終

章
等

を
参

照

)
。

(
4
)
M
i
l
l
e
r
［
1
9
8
7
］
；
M
o
r
r
o
w
［
1
9
9
0

]
.尚
、

モ

ロ
ウ
は
J
H
I
誌

上

に
お
い
て
八
五
～

八
九

年

に
、

後
期

コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
の
政
治

思
想

-

特

に

『教
会

と
国
家

の
構
成

原

理
』

(
一
八
二
九
年

)

で
提

示

さ
れ

て

い
る
‘
c
l
e
r
i
s
y
’

の
思
想
-

の
歴
史
的

評
価

を
め

ぐ

っ
て
、

P

.
ア

レ

ン
と

論
争

を
行

な

っ
て

い
る

(
A
l
l
e
n
[
1
9
8
5
］
；
M
o
r
r
o
w

[
1
9
8
6
]
;
A
l
l
e
n[
1
9
8
9
］
.
)

。

(
5
)

代

表
的

な
も

の
と
し

て
は
R
o
b
b
i
n
s
［
1
9
6
8

]
,
B
a
i
l
y
n
［
1
9
6
7
］
,
d
o
［
1
9
6
8

]
,
P
o
c
o
c
k
[
1
9
7
5
］
等
。

(
C
f
.
)
V
e
n
t
u
r
i
[
1
9
7
1
]
C
h

2
.
　尚

、

こ
う

し

た
動
向

に

つ
い

て
は
田
中
［
一

九

八
四

-

八
五
]

お

よ
び
有

賀
［
一

九

八

八
]

を
参

照
。

(6
)
H
o
l
m
e
s
 
［
1
9
8
2

]
p
.
4
.



一

「急
進
」
的
契
機
と

「穏
健
」
的
契
機

-

初
期

コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
解
釈
の
根
本
問
題

さ
し
あ
た

っ
て
我
々
は
先
ず
彼

の

一
七
九
五
年
ま
で
の
生
涯
を
ラ
フ

･
ス
ケ
ッ
チ
し
て
お
こ
う
。
－

サ

ミ
ュ
エ
ル

･
テ
イ
ラ
ー

･

コ
ー

ル
リ
ッ
ジ
は

一
七
七
二
年
十
月
二

一
日
、
デ
ボ

ン
シ
ャ
ー
の
オ

ッ
タ
リ
ー

･
セ
ン
ト

･
メ
ア
リ
ー
で
国
教
会
牧
師
ジ

ョ
ン

･
コ
ー

ル
リ

ッ
ジ

の
十
三
番
目
の
子
供
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
ジ

ョ
ン
は
牧
師
の
他

に
ヘ
ン
リ
ー
八
世

･
フ
リ
ー

･
グ
ラ
マ
ー

･
ス
ク
ー
ル
の

校
長
も
勤
め
て
い
た
が
、
八

一
年
、
サ
ミ

ュ
エ
ル
の
九
歳
の
誕
生
日
を
前
に
死
亡
。
翌
年
サ
ミ

ュ
エ
ル
は
ジ

ョ
ン
の
教
え
子
だ

っ
た
バ

ラ
ー
判
事

の
世
話
で
ロ
ン
ド
ン
の
ク
ラ
イ
ス
ツ

･
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
入
学
。
同
校

に
お
い
て
彼
は
図
書
館
で
多

く
の
古
典
を
読
み
耽
り
、

C

.
ラ
ム

(
C
h
a
r
l
s
 
L
a
m
b
,
1
7
7
5
-
1
8
3
4

)
や
L

･
ハ
ン
ト

(
L
e
i
g
n
 
H
u
n
t
,
1
7
8
4
-
1
8
5
9

)
等
と
親
交
を
結
ん
だ
。
九

一
年
に
は
ケ

ン
ブ
リ

ッ
ジ
大
学
ジ
ー
ザ
ス
･
カ
レ
ッ
ジ
に
進
学
す
る
が
、
九
三
年
十
二
月
に
は
失
恋

の
痛
手
と
借
金
苦
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
S
･
T
･

カ
ン
バ
ー
バ
ッ
ク
と
い
う
偽
名
を
使

っ
て
第
十
五
騎
兵
連
隊
に
入
隊
し
、
翌
九
四
年
四
月
に
兄
ジ

ョ
ー
ジ
に
連
れ
戻
さ
れ
る
等
、
必
ず

し
も
大
学
で
の
彼
の
生
活
は
平
穏
な
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
そ
し
て
九
四
年
六
月
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
お
い
て
彼
は
R

･
サ
ウ
ジ

ー

(
R
o
b
e
r
t
 
S
o
u
t
h
e
y
,
1
7
7
4
-
1
8
4
3

)
と
運
命
的
な
出
会

い
を
迎
え
る
。
共
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
強

い
共
感
を
示
し
、
急
進
的
な
メ
ン

タ
リ
テ
ィ
の
持
ち
主
で
あ

っ
た
こ
の
二
人
の
大
学
生
は
、
W

･
ゴ
ド
ウ
ィ
ン

(
W
i
l
l
i
a
m
 
G
o
d
w
i
n
,
1
7
5
6
-
1
8
3
6

)
の
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
、

D

.
ハ
ー
ト
リ

(
D
a
v
i
d
 
H
a
r
t
l
e
y
,
1
7
0
5
-
5
7

)
の
連
想
心
理
学
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
移
住
運
動
と
J

･
プ

リ
ー
ス
ト
リ

(
J
o
s
e
p
h
　

P
r
i
e
s
t
l
e
y
,
1
7
3
3
-
1
8
0
4

)
の
思
想
等
に
つ
い
て
互
い
の
意
見
を
交
わ
す
中
、
い
つ
し
か
、
「パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ

シ
ー
　
P
a
n
t
i
s
o
c
r
a
c
y
」

と
い
う
小

コ
ミ

ュ
ー
ン
を
ア
メ
リ
カ
に
建
設
す
る
計
画
に
取
り
懸
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
し
て
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
兄
ジ

ョ
ー
ジ
等

の
説
得
を
振
り
切
り
、
十
二
月
に
は
学
位
を
得
な
い
ま
ま
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
を
去
り
、
翌
九
五
年
、
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
計
画
の
資
金

を
調
達
す
る
た
め
に
、
当
時
英
国
最
大

の
港
町
だ

っ
た
ブ
リ
ス
ト
ル
に
お
い
て
サ
ウ
ジ
ー
と
共
に

一
連

の
講
演
を
行
な

っ
た
。
具
体
的

に
は
、
彼
は
先
ず
、

一
月
末
か
二
月
の
初
め
に
政
治
に
関
す
る
最
初
の
講
演
を
行

い
、
二
月
に
は
第
二
、
第

三
の
講
演
を
、
そ
し
て
続

く
五
月
か
ら
六
月

に
か
け
て
は

『啓
示
宗
教
に
つ
い
て
　
L
e
c
t
u
r
e
s
 
o
n
 
R
e
v
e
a
l
e
d
 
R
e
l
i
g
i
o
n
,
I
t
s
 
C
o
r
r
u
p
t
i
o
n
s
 
a
n
d
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l



Views

』
と
題
し
て
六
回
の
講
演
を
行

い
、
六
月
に
は

『奴
隷
貿
易

に
つ
い
て
　
L
e
c
t
u
r
e
 
o
n
 
t
h
e
 
S
l
a
v
e
-
T
r
a
d
e

』
、
十

一
月
の
末

に

は

『
二
つ
の
法
案
に
つ
い
て
　
L
e
c
t
u
r
e
 
o
n
 
t
h
e
 
T
w
o
 
B
i
l
l
s

』
と
題
し
て
講
演
を
行
な

っ
て
い
る
。
ま
た
彼
は
政
治
講
演
の
初
回
分

の

原
稿
を
九
五
年

の
二
月
末
か
三
月
の
初
め
頃
に

『道
徳
と
政
治
に

つ
い
て
 
A
 
M
o
r
a
l
 
a
n
d
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
L
e
c
t
u
r
e
』

と
題
し
て
出
版
し
、

更
に
十

二
月
三
日
に
は
最
初

の
三
回
分
の
講
演

に
加
筆
修
正
を
加
え
て

『人
民

へ
の
訴
え
　
C
o
n
c
i
o
n
e
s
 
a
d
 
P
o
p
u
l
u
m
.
 
O
r
 
A
d
r
e
s
s
e
s

to the People』

と
題
し
て
、
そ
し
て
同
じ
月
の
十
日
に
は
講
演

『
二
つ
の
法
案

に
つ
い
て
』
を

『暴
か
れ
た
プ

ロ
ッ
ト
　
T
h
e
 
p
l
o
t

Discovered:or, An Address to the People,Against Ministerial Treason』と題して

出
版
し
て
い
る
。

従
来
、
「ブ
リ
ス
ト
ル
講
演
」
と

一
括
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
多
か

っ
た
こ
れ
ら
の
初
期
の
作
品
で
は
あ
る
が
、
各
作
品
の
多
岐

に
わ
た
る
議
論
を
統

一
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
本
稿

で
扱
う
問
題
の
所
在
を
明
確

に
す
る
た
め
に
、
こ
こ

で
我
々
は
、
周
知
の
初
期

コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
解
釈
上
の

一
大
問
題
、
す
な
わ
ち
初
期
に
お
い
て
彼
が
急
進
派
で
あ

っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も

穏
健
派
で
あ

っ
た
の
か
と
い
う
問
題

に
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
こ
の
問
題
は
他
な
ら
ぬ
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
自
身

の
後
の
記
述
に
端
を
発

し
て
い
る
。
彼
は
、
後
の
保
守
主
義
的
な
色
彩

の
強

い
作
品
に
お
い
て
、
急
進
的
な
色
彩

の
強

い
初
期
の
作
品
を
回
顧
し
つ
つ
、
断
固

と
し
て
そ
の
急
進
性
を
否
定
す
る
。
「私
が
生
涯
の
中
で
そ
の
よ
う
な
理
論
体
系

[
＝
ジ
ャ
コ
バ
ン
主
義
」

に
与
し
た
こ
と
は

一
度
も
無

い
」
、(『
フ
レ
ン
ド
　
T
h
e
 
F
r
i
e
n
d
』

一
八

一
八
年
版
、
C
C
,
Ⅳ
-
i
:
2
2
3
)。
自
分
の
初
期

に
お
け
る

「諸
原
理
」
は

「ジ

ャ
コ
バ
ン
主

義
の
諸
原
理
」
で
も
な
け
れ
ば

「デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
諸
原
理
」
で
も
な
い
穏
健
主
義
的
な
も
の
で
あ

っ
た
云
々

(『文
学
評
伝
 
B
i
o
g
r
a
p
h
i
a

Literaria』

一
八

一
七
年
、
C
C
,
Ⅶ
-
i
:
1
8
4
＝
邦
訳

一
一
二
頁
)
。
そ
し
て

一
八

一
八
年
版

『
フ
レ
ン
ド
』
に
お
い
て
、
彼

は
自
分
が

急
進
主
義
者

で
な
か

っ
た
証
拠
と
し
て

『人
民

へ
の
訴
え
』
の

「緒
言
」
を
ほ
ぼ
全
文
引
用
し
て
い
る
が

(
C
C
,
Ⅳ
-
i
:
3
2
7
-
3
8

)、

実
際
、
ブ
リ

ス
ト
ル
講
演
の
う
ち
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
出
版
さ
れ
た

『道
徳
と
政
治

に
つ
い
て
』
と

『人
民

へ
の
訴
え
』
な
ら
び

に

『暴

か
れ
た
プ
ロ
ッ
ト
』
を
読
む
か
ぎ
り
、
確
か
に
急
進
的
な
表
現
は
明
示
的

に
は
見
当
ら
な

い
し
、
む
し
ろ
そ
こ
に
は
、
あ
く
ま

で
も
イ
ギ
リ

ス
の
国
制
を
前
提
と
し
た
穏
健
な
改
革
主
義
と
い
う
趣
き
す
ら
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
既
に
ブ
リ
ン
ト

ン
や

コ
ル



マ
ー
等
が
指
摘
し
て
い
た
様
に
、
多
く
の
傍
証
は
初
期
に
お
け
る
彼

の
思
想

の
急
進
性
を
明
ら
か
に
示
し
て

い
た
。
例
え
ば
彼
の
旧
友

で
あ
る
急
進
主
義
者
セ
ル
ウ
ォ
ー
ル

(
J
o
h
n
 
T
h
e
w
a
l
l
,
1
7
6
4
-
1
8
3
4

)
は
我
々
が
先

に
引
用
し
た

『文
学
評
伝
』
の
同
箇
所
の
余
白

に
次

の
様
な
書
き
込
み
を
残
し
て
い
る
。
「私
は
よ
く
覚
え
て
い
る
-

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
氏
は
確

か
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
ら
は
か
け
離
れ

て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
そ
れ
を
す
ら
乗
り
越
え
て
い
た
か
ら
。
と
い
う
の
も
彼
は
、
紛
れ
も
な
く
熱
狂
的

な
平
等
主
義
者
だ

っ
た
か

ら
だ
」。
そ
し
て
こ
う
し
た
初
期

コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
に
お
け
る
急
進
的
・
平
等
主
義
的
側
面
は
、

一
九
七

一
年
に
パ
ッ
ト
ン
＝

マ
ン
編

の
著

作
集
第

一
巻
が
刊
行
さ
れ
、
『啓
示
宗
教
に
つ
い
て
』
の
手
稿
が

一
般

の
研
究
者

の
目
に
触
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
も
は
や
否
定
し
が
た

い
ま
で
に
明
ら
か
な
も
の
と
な

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ミ
ラ
ー
流

に
言
う
な
ら
ば
初
期

の
彼
の

一
見
穏
健
主
義
的

な

「手
段
と
し
て
の
保

守
主
義
」
の
根
底
に
あ

っ
た

「
急
進
的
な
目
的
」
が
、

モ
ロ
ウ
流

に
言
う
な
ら
ば

「穏
健
な
手
続
き
」
を
め
ぐ
る
彼

の
議
論
の
背
景
に

隠
さ
れ
て
い
た

「急
進
的
な
性
格
の
分
析
と
目
的
」
が
、
こ
の
講
演
の
原
稿
に
よ

っ
て
内
在
的

に
も
立
証
可
能

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
国
制
を
徹
底
的
に
批
判
し
、
私
有
財
産
制
度
の
廃
止
を
唱
え
、
彼
岸

へ
の
信
仰
に
よ
る
自
律

(徳

)
を
説
く

『啓
示
宗
教

に
つ
い
て
』

の
議
論
は
、
ま
さ
に
初
期

コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
の
急
進
的
な

「諸
原
理
」
を
明
確
に
示
す
も
の
で
あ

っ
た
。

だ
が
、
も
し
、
そ
の
よ
う
な
急
進
的
な

「諸
原
理
」
が
彼
の
ブ
リ
ス
ト
ル
講
演

の
思
想
の
核
心
に
あ

っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

一
体
何

故
、
彼
は
そ
れ
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
展
開
し
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
何
故
、
そ
こ
で
彼

は
穏
健
主
義
的
な
議
論
を

行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
か
。
初
期
思
想

に
お
け
る
急
進
的

・
平
等
主
義
的
な

「諸
原
理
」
が
明
ら
か
に
な

っ
た
か
ら
と
い

っ
て
、
穏
健
主
義
的
な
彼
の

「手
段
と
し
て
の
保
守
主
義
」
を
非
本
質
的
な
単
な
る
仮
面
と
し
て
黙
殺
し
て
よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な

ら
な
い
。
む
し
ろ

『啓
示
宗
教

に
つ
い
て
』
手
稿
も
含
め
た
ブ
リ
ス
ト
ル
講
演
の
全
体
を
読
む
か
ぎ
り
、
彼

の
初
期
政
治
思
想
に
は
、

急
進
的
な
要
素
と
穏
健
主
義
的
な
要
素

の
混
在
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ

の
初
期
政

治
思
想
の
性
格
如
何
と
い
う
問
題
は
、
む
し
ろ
明
確

に
把
握
さ
れ
た
の
で
あ

っ
て
、
決
し
て
解
決
さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
我
々
は
ま
さ

に
今
こ
そ
、
そ
の
よ
う
な
相
対
立
す
る

「急
進
的
な
目
的
」
と

「手
段
と
し
て
の
保
守
主
義
」
の
両
者
が
彼

の
初
期
思
想
に
お
い
て
ど



の
よ
う
な
位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
て
い
た
か
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
視
点
は
、
従
来
の
研
究
の
様
に
彼
の

「ブ
リ
ス
ト
ル
講
演
」
を

一
括
し
て

「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
立
場
に
立

っ
た

ユ
ー
ト
ピ
ア

ヘ
の
信
仰
告
白
と
社
会
批
判
」
等
と

一
義
的
に

捉
え
る
限
り
、
決
定
的
に
欠
落
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

以
下
の
議
論
に
お
い
て
我
々
は
、
主
に
モ
ロ
ウ
の
指
摘
を
踏
ま
え

つ
つ
、

こ
の
二
つ
の
相
対
立
す
る
側
面

を
キ
リ
ス
ト
教
的
道
徳
主

義
対
古
典
的
共
和
主
義
と
い
う
文
脈

で
把
握
す
る
こ
と
を
試

み
る
が
、
我
々
は
更
に
、
九
五
年
の
秋
を
境
に
、
ブ
リ
ス
ト
ル
講
演
の
議

論

の
力
点
が
微
妙
に
変
化
し
て
い
る
点

に
着
目
し
よ
う
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
同
年
の
秋

に
訪
れ
た
彼
の
ラ
イ
フ

・
ヒ
ス
ト
リ
ー
上

の

一
大
転
機
、

つ
ま
り
サ
ウ
ジ
ー
の
離
反
に
よ
る
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
計
画
そ
の
も
の
の
完
全
な
座
礁
に
よ

っ
て
生
じ
た
、

コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
の
問
題
意
識
に
お
け
る
力
点
の
微
妙
な
変
化

の
こ
と
で
あ
る
。

無
論
、

一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
そ
も
そ
も
講
演
を
行
な
う
目
的

で
あ

っ
た
は
ず
の
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
計
画
の
座
礁
は
ブ
リ

ス

ト
ル
講
演
に
何

一
つ
変
化
を
与
え
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
既

に
述
べ
た
通
り
、
彼
は
秋
以
降
も
講
演
を
続
け
て
い
る
し
、
意
気

消
沈
す
る
ど
こ
ろ
か
、
J

･
コ
ッ
ト
ル
に
資
金
を
仰
ぎ

つ
つ
、
今
度
は
職
業
的
批
評
家
と
し
て
身
を
立
て
よ
う
と
決
心
す
る
。
そ
し
て

九
六
年
三
月
か
ら
五
月

に
か
け
て
彼
が

一
人
で
切
り
盛
り
し
た
定
期
講
読
誌

『
ウ
オ
ッ
チ

マ
ン
』
は
、
彼

の
批
評
家
と
し
て
の
職
業
意

識
に
貫
か
れ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
、
周
知

の
様

に

『ウ
オ
ッ
チ

マ
ン
』
が
経
済
的

に
失
敗
し
、
廃
刊
に
追

い
込
ま
れ
た
後
、
彼
は

一
種

の
意
気
沮
喪
状
態
に
陥
り
、
政
治
的
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
活
動
を
放
棄
し
、
ネ
ザ

･
ス
ト
ウ
ィ

ヘ
隠
遁
し
、
そ
こ
で
宗
教
的
な

瞑
想
に
耽
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
時
期

の
彼

の
精
神
的
苦
況
-

ホ
ー
ム
ズ
に
言
わ
せ
れ
ば
ま
さ
に

「実
存

の
危
機
」
-

は
、
時
期

的
に
考
え
て
、
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
計
画

の
座
礁
と
は
必
ず
し
も
直
接

の
因
果
関
係
を
持

つ
も
の
と
は
思
わ
れ
な

い
。
だ
が
、
九
五

年
秋
以
前

の
作
品
と
、
以
後
の
そ
れ
と
を
読
み
比
べ
る
と
、
や
は
り
そ
こ
に
は
微
妙
な
問
題
意
識
の
変
化
が
間
違
い
な
く
認
め
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
秋
以
前

の
、
あ
く
ま
で
も
ア
メ
リ
カ

ヘ
の
移
民
計
画
を
前
提
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
作
品
に
お
い
て
、
議
論

の
力
点
が
専
ら

そ
の
極
め
て
急
進
的

か
つ
平
等
主
義
的
な
論
点

に
置
か
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
秋
以
後

の
作
品
は
専
ら

「穏
健

な
手
続
き
」
を
め
ぐ
る



議
論
に
力
点
を
置

い
て
お
り
、
イ
ギ
リ

ス
国
内
の
政
治
的
現
実
に
対
す
る
彼
の
職
業
的
批
評
家
と
し
て
の
比
較
的
穏
健
な
取
り
組
み
と

い
っ
た
感
が
強

い
。
そ
し
て
就
中
注
目
す
べ
き
こ
と
に
は
、
前
者
の
議
論
が
プ

ロ
パ
テ
ィ

(所
有
)
に
対
す

る
徹
底
的
な
批
判
を
展
開

し
て
い
た
の
に
対
し
、
後
者

に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
な
主
張
が
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
既
存
の
イ
ギ
リ

ス
の
国
制
を
前
提
と
し
た
議
論
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。

あ
く
ま
で
も
移
民
計
画
を
前
提
と
し
た
理
想

の
探
求
か
ら
、
本
国
の
政
治
的
現
実
に
対
し
て
規
範
的
拘
束
力
を
持
ち
得
る
政
治
理
論

の
模
索

へ
。
本
稿

に
お
い
て
以
下
、
我

々
は
、

こ
う
し
た
九
五
年
秋
を
境
と
し
た
彼
の
問
題
意
識
の
変
化

に
着

目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

若
き
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
政
治
思
想
に
お
け
る
急
進
的
契
機
と
穏
健
的
契
機
の
緊
張
関
係
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
把

握
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

そ
の
具
体
的
な
作
業
と
し
て
、
我
々
は
先
ず
秋
以
前

の
作
品
の
う
ち
、
彼
の
問
題
意
識
が
最
も
直
裁
に
述

べ
ら
れ
て
い
る

『啓
示
宗
教

に
つ
い
て
』
の
手
稿
を
手
が
か
り
に
彼
の
急
進
的

・
平
等
主
義
的
な

「諸
原
理
」
の
内
的
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
続

い
て
秋
以
後

の
作

品
で
あ
る

『暴
か
れ
た
プ

ロ
ッ
ト
』
を
主
な
手
が
か
り
と
し
つ
つ
、
彼
が
職
業
的
批
評
家
と
し
て
展
開
し
た
議
論
を
検
討
し
よ
う
。
そ

し
て
我
々
は
、
恐
ら
く
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
作
業
を
通
じ
て
こ
そ
、
彼
の
初
期
政
治
思
想

の
問
題
構
成
を
、
そ
し
て
彼
が
九
六
年
以
降

あ
る
種
の

「実
存
の
危
機
」
に
追

い
込
ま
れ
て
い
く
過
程
を
論
理
内
在
的

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。

註

(1
)

彼
の
初
期
の
伝
記
的
事
実
に
関
し
て
は
、
P
u
r
t
o
n
[
1
9
9
3

]
及
び
H
o
l
m
e
s
［
1
9
8
9

]
の
他
、
P
a
t
t
o
n
 
&
 
M
a
n
n
［
1
9
7
1
］

お
よ
びP
a
t
t
o
n
［
1
9
7
0

]
を
参
照
。
尚
、
最
初
の
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
伝
と
し
て
名
高
い
J
a
m
e
s
 
G
i
l
l
m
a
n
,
T
h
e
 
L
i
f
e
 
o
f
 
S
a
m
u
e
l
 
T
a
y
l
o
r

Coleridge,1838.

が
邦
訳
さ
れ
て
い
る
が

(ギ
ル
マ
ン

[
一
九
九
二
])
、
ギ
ル
マ
ン
の
記
述
に
は
幾
つ
か
事
実
誤
認
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、

本
稿
の
作
成
に
際
し
て
は
主
に

一
次
文
献
と
し
て
利
用
す
る
に
止
め
た
。

(2
)

例
え
ば
C
o
l
m
e
r[
1
9
5
9

]
p
.
9
f
f
.

や
岩
岡
［
一
九
九
〇
]
二
七
頁
以
下
、
等
。



(3
)
B
r
i
n
t
o
n
［
1
9
2
6

]
p
.
6
7
f
f
.
,

,
C
o
l
m
e
r
［
1
9
5
9

]
p
.
2
f
f
.

(4
)
P
o
l
l
i
n
［
1
9
7
0

]
p
.
8
1
.

(5
)

(
C
f
.
)
M
a
n
n
[
1
9
7
1

]
.
コ
ル
マ
ー
や
ウ
イ
リ
ー
と
い
っ
た
優
れ
た
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
研
究
者
が
こ
の
講
演
の
分
析
を
試
み
て
い
な
い
の

は
極
め
て
残
念
で
あ
る
。
(
C
f)
C
o
l
m
e
r
[
1
9
5
9
］
,
d
o
 
［
1
9
7
1
］
,
W
i
l
l
e
y
［
1
9
4
0
］
,
d
o

[
1
9
4
9

]
C
h
.
1
.
,
d
o
［
1
9
7
1
a
］
,
d
o
［
1
9
7
1
b

]
.

(6
)
M
i
l
l
e
r
［
1
9
8
7
］
p
.
8
9
f
f
.

(7
)
M
o
r
r
o
w
［
1
9
9
0

]
p
.
3
9
.

(8
）

半
沢
［
一
九
八
六
]
二
〇

一
頁
。

(9
)
M
o
r
r
o
w
［
1
9
9
0

]
C
h
.
1
.(C
f
.
)
 
M
i
l
l
e
r
［
1
9
8
7

]
p
.
6
6
f
f
.

(10
)
H
o
l
m
e
s
［
1
9
8
2
］
p
.
1
4
.

ギ
ル
マ
ン
［
一
九
九
二
]
七
三
頁
以
下
。

二

〈
存
在
〉
と

〈
当
為
〉
の
混
在
-

『
啓
示
宗
教
に

つ
い
て
』

ブ
リ

ス
ト
ル
で
の
最
初
の
講
演
を
基

に

一
七
九
五
年
初
頭
に
出
版
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『道
徳
と
政
治

に
つ
い
て
』
に
お
い
て

コ

ー
ル
リ
ッ
ジ
は
、
当
時
の
反
動
的
な
ピ
ッ
ト
政
権
に
抗
し
て
い
た
急
進
主
義
勢
力
の
諸
派
を
四
種
類
の

「自

由
の
友
」

に
分
類
し
、
そ

の
う
ち
の
最
初

の
三
派
-

①

「立
憲
主
義
者
」
を
装
う

「中
途
半
端
な
愛
国
者
」
(
C
C
,
Ⅰ
：
8
f
)
と
②

「
常
軌
を
逸
し
た
熱
狂
主
義

者
」

(
C
C
,
Ⅰ
：
9
f
）な
ら
び
に
③

「偏
狭
で
自
己
中
心
的
な
見
解
」
に
と
ら
わ
れ
、
単
な
る
制
度
上
の

「権
利
の
平
等
」
の
み
の
追
求

に
専
念
し
、
下
層
階
級

の
貧
困
の
惨
状
を
黙
殺
す
る
人
々

(
C
C
,
Ⅰ
：
1
1
f
)
-

を
、
正
し
い

「諸
原
理
」
を
欠

い
て
い
る
が
故
に
、

い
ず
れ
も
単
な
る
自
称

「自
由
の
友
」
に
す
ぎ
な
い
と
批
判
し
た
後
、
最
後
に
④
真

の
意
味

で

「自
由

の
友
」
た
り
得
る

一
派
に
つ
い

て
次
の
様
に
論
じ
て
い
る
。
「あ
の
少
人
数
だ
が
偉
大
な
集
団
-

彼
ら
こ
そ
真
の
意
味
で
思
索
す
る
無
私
の
愛
国
者
と
い
う
名
に
値
す

る
-

の
こ
と
を
思

い
浮
べ
る
と
き
、
我

々
の
心
は
喜
び

に
満
ち
溢
れ
る
。
彼
ら
は
、
可
能
な
完
成
を
観
想

す
る
こ
と
か
ら
は
最
大

の



快
を
、

い
ま
存
在
し
て
い
る
腐
敗
を
知
覚
す
る
こ
と
か
ら
は
そ
れ
相
当

の
苦
を
引
き
出
し
て
く
る
と
こ
ろ
の
道
徳
的
趣
味
を
長
期
に
わ

た

っ
て
陶
冶
し
続
け
る
こ
と
を
通
じ
て
、
共
感
的
な
情
念
に
よ
る
鼓
舞
を
、
そ
れ
が
不
可
避

の
習
慣
に
な
る
ま
で
受
け
続
け
、
自
分

の

義
務
を
自
分

の
自
己
利
益
の
不
可
欠
の
部
分
に
変
え
て
し
ま

っ
た
人
々
で
あ
る
。
…
彼
は
、
悪
徳
が
人
問

の
中
か
ら
生
じ
る
の
で
は
な

く
、
彼
を
取
り
囲
む
環
境
か
ら
生
じ
る
の
だ
と
、

つ
ま
り
、
人
間
の
心
か
ら
生
じ
る
の
で
は
な
く
悟
性
か
ら
生
じ
る
の
だ
と
信
じ
て
い

る
の
で
、
い
か
な
る
人
に
関
し
て
も
希
望
を
失
う
こ
と
が
な

い
。
-

悪
徳
を
是
正
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
徳
行
を
推
進
す
る
た
め
に
、

彼
は
暴
力
的
な
強
制
手
段
で
手
を
汚
し
た
り
は
し
な

い
。
む
し
ろ
取
り
の
ぞ
か
れ
る
べ
き
環
境
を
変
革
す
る
努
力
を
行
な
う
か
、
あ
る

い
は
誘
惑
を
取
り
除
い
て
く
れ
る
知
性
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
う
し
た
目
標
を
追
求
す
る
の
で
あ

る
」
(
C
C
,
Ⅰ
：
1
2
)
。

極
め
て
錯
綜
し
た
記
述

で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
が
真
の

「自
由
の
友
」
と
そ
れ
を
特
徴
づ

け
て
い
る
正
し

い

「
諸
原

理
」
に
つ
い
て
彼
な
り
の
理
論
化
を
試
み
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
そ
の
よ
う
な

「諸
原
理
」
を
確
立
す
る
こ
と
の

重
要
性
に
つ
い
て
彼
は
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
中

で
繰
り
返
し
主
張
し
て
い
る
。
だ
が
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
読
む

か
ぎ

り
で
は
、
こ
の

「諸
原
理
」

の
内
容
は
必
ず
し
も
明
瞭

に
展
開
さ
れ
て
は
い
な
い
。
『道
徳
と
政
治

に
つ
い
て
』
が
出
版
さ
れ
で
か

ら
し
ば
ら
く
し
て
後
、
『ク
リ
テ
ィ
カ
ル
･
レ
ヴ

ュ
ー
』
四
月
号
に
次

の
様
な
匿
名

の
書
評
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
決

し
て
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
「我
々
の
考
え
で
は
こ
の
講
演
に
は
厳
密
さ
と
い
う
点
で
か
な
り
多
く
の
不
備
が
見
ら

れ
る
。
…
ま

た
我
々
の
考
え
で
は
こ
の
若
き
政
治
演
説
家
は
聴
衆

に
対
し
て
不
親
切
で
あ
り
、
十
分
に
科
学
的
で
明
確
な
形
で
諸
原
理

-

彼
の
表
明
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
彼
が
今
や
最
も
重
要
な
問
題
と
し
て
着
手
し
て
い
る
の
は
ま
さ
に
こ
れ
ら

の
諸
原
理
な
の
だ
が

-

を
述
べ
て
い
な

い
。
実
際

の
と
こ
ろ
我
々
は
更
に
突

っ
込
ん
だ
内
容
を
求
め
て
い
る
。
…
更
に
も
う

一
回
か
二
回
の
講
演
が
あ
れ

ば
、
全
体
と
し
て
十
分
な
議
論

に
な
る
だ

ろ
う
し
、
非
常
に
有
益
な
の
だ
が
」
(
C
C
,
Ⅰ
：
2)
。

但
し
、
こ
の
時
期
の
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ

の
主
な
関
心
が
、
既
に
述

べ
た
様

に
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
計
画
に
あ

っ
た
こ
と
、
そ
し
て
彼

の
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
計
画
が
ゴ
ド

ウ
ィ
ン
や
プ
リ
ー
ス
ト
リ
や

ハ
ー
ト
リ
に
つ
い
て
サ
ウ
ジ
ー
等
と
交
わ
さ
れ
た
議
論
を
背
景
に



成
立
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
少
な
く
と
も
上
に
引
用
し
た

『道
徳
と
政
治
に
つ
い
て
』
の

一
節
が
、
当
時

の
急
進
主
義

諸
派
に
対
し
て

一
人
の

「パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
ッ
ト
」
が
感
じ
た
違
和
感
の
表
明
、
す
な
わ
ち
、
彼
が
漢
然
と

で
は
あ
る
が
確
か
に
心
に

抱
い
て
い
た
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想

に
基
づ

い
て
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
的
現
実
に
対
し
て
行
な

っ
た
と
こ
ろ
の
、
あ
る
種

の
違
和
感
の
表
明
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違

い
な
い
。
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
-

ホ
ー
ム
ズ

に
よ
れ
ば
こ
の
言
葉
は
九
四
年
頃

に

「全

て
が
平
等
な
社
会
 
a
n
 
a
l
l
-
e
q
u
a
l
-
s
o
c
i
e
t
y

」
を
意
味
す
る
ギ
リ
シ
ア
語
p
a
n
t
i
-
i
s
o
c
r
a
t
i
a
か

ら
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
が
考
案
し
た
造
語
で
あ

る
-

の
計
画
と
は
、
九
四
年
に
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
プ
リ
ー
ス
ト
リ
に
倣

い
つ
つ
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
の
保
守
反
動
化
と
い
う
政
治

的
現
実
か
ら
逃
れ
、
親
し
い
友
人
だ
け
で
ア
メ
リ
カ
に
小
さ
な
共
産
制
の
共
同
体
を
作
ろ
う
と
い
う
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
非
政
治
的

な
性
格
の
強
い
も
の
で
あ

っ
た
が
、
当
時
の
書
簡
を
見
る
限
り
、
少
な
く
と
も
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
こ
の
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想

が
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
的
現
実
に
対
し
て
も
有
効
な
規
範
性
を
持
ち
得
る
は
ず
だ
と
考
え
て
い
た
。
例
え
ば
、
計
画
を
思

い
止
ま
る
よ
う

説
得
を
試

み
て
き
た
兄
ジ

ョ
ー
ジ
に
対
し
、
彼
は
自
分
が
狂
信
的
な
デ
モ
ク
ラ
ッ
ト
で
も
な
け
れ
ば
無
神
論
者

で
も
な
く
、
パ
ン
テ
ィ

ソ
ク
ラ
シ
ー
が
極
め
て
真
剣
な
計
画

で
あ
る
こ
と
を
力
説
し
、
更

に
は
こ
の
計
画
の
背
景
に
あ
る
原
理
的
認
識
が
普
遍
的
な
規
範
的
拘

束
力
を
持
ち
得
る
こ
と
を
次
の
様

に
主
張
し
て
い
る
。
「
こ
う
言

っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
-

人
間
の
本
性

に
つ
い
て
極
め
て
賢
明
な
著
作

を
残
し
た

ロ
ッ
ク
や

ハ
ー
ト
リ
そ
の
他
の
人
々
に
つ
い
て
入
念
に
研
究
し
た
後
、
私
は
、
恐
ら
く
世
界
が
そ

こ
へ
向
か
う
よ
う
運
命
付

け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
可
能
な
完
成
の
地
点
を
自
分
が
理
解
し
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
」

(
C
C
,
Ⅰ
：
1
2
7

）
。
そ
し
て
彼
の
書
簡
に
よ

れ
ば
、

ロ
ッ
ク
や

ハ
ー
ト
リ

の

「人
問
の
本
性
」
に
関
す
る
著
作
を
咀
嚼
し
て
彼
が
得
た

「パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
の
主
動
的
な
思
想
」

と
は
、
ま
さ
に

「悪

へ
と
向
か
う
全
て
の
動
機
-

す
な
わ
ち
全
て
の
あ
り
う

べ
き
誘
惑
-

を
取
り
除
く

こ
と
に
よ

っ
て
、
人
々
を

必
然
的
に
有
徳
に
す
る
こ
と
」
に
あ

っ
た

(
C
L
,
Ⅰ
：
1
1
5
)
。
す
な
わ
ち
、
少
な
く
と
も

コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
に
と

っ
て
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ

シ
ー
計
画
は
、
決
し
て
単
な
る
ア
メ
リ
カ

ヘ
の
移
民
計
画
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
こ
に
は
積
極
的
な
意
味

で
当
時

の

イ
ギ
リ

ス
の
現
実
政
治
に
対
し
て
も
有
効
な
規
範
性
を
持
ち
得
る
は
ず
の
原
理
的
認
識
、

つ
ま
り
あ
る
種
の
政
治
理
論
が
含
ま
れ
て
い



た
の
で
あ
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『道
徳
と
政
治
に
つ
い
て
』
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
計
画
に
含
ま
れ
て
い
た

政
治
理
論
を
具
体
的
現
実
に
適
用
す
る

一
つ
の
試
み
で
あ
り
、
上
に
引
用
し
た
そ
の

一
節
に
お
い
て
真

の

「
自
由

の
友
」
と
し
て
描
か

れ
て
い
た

「あ

の
少
人
数
だ
が
偉
大
な
集
団
」
は
、
そ
の
目
的
こ
そ
微
妙
に
異
な

っ
て
は
い
る
も
の
の
、
少

な
く
と
も
コ
ー
ル
リ

ッ
ジ

に
と

っ
て
は
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
と
ほ
と
ん
ど
同

一
で
あ
り
、
彼
が
そ
こ
に
お
い
て
明
確
な

「諸
原
理
」

と
し
て
提
示
し
よ
う
と
努

力
し
た
も
の
は
、
ま
さ
に
彼
が

「
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
の
主
動
的
な
思
想
」
と
し
て
漠
然
と
理
解
し
て
い
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

無
論
、
『
ク
リ
テ
ィ
カ
ル

･
レ
ヴ

ュ
ー
』

の
匿
名

の
書
評
が
指
摘
し
た
通
り
、
確
か
に
コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
は

『道
徳

と
政
治

に
つ
い
て
』

に
お
い
て
そ
の
よ
う
な

「諸
原
理
」
を
明
確
に
提
示
す
る
こ
と
に
失
敗
し
て
い
る
。
だ
が
彼
は
、
恐
ら
く
は

こ
う
し
た
批
判
を
受
け
と

め
つ
つ
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
六
回
に
わ
た

っ
て
行
な

っ
た
講
演

『啓
示
宗
教
に
つ
い
て
』

に
お
い
て
、
比
較
的
明
確
に

「諸
原

理
」
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
手
稿
を
読
む
か
ぎ
り
、
そ
の
理
論
的
核
心
は
、

ハ
ー
ト
リ
の

『人
間
の
観
察
 
O
b
s
e
r
v
a
t
i
o
n
s
 
o
n

M
a
n
:
H
i
s
 
F
a
m
e
,
H
i
s
 
D
u
t
y
,
A
n
d
 
H
i
s
 
E
x
p
e
c
t
a
t
i
o
n
』

(
一
七
四
九
年
)
の
議
論
を
踏
襲
し
た
、
ま
さ

に
彼
が
書
簡
で
述

べ
た
様

な
、
「
人
々
を
必
然
的

に
有
徳
に
す
る
こ
と
」
を
可
能
に
す
る
、
あ
る
種
の
必
然
論
的
な
連
想
心
理
学
に
基
づ
く
普
遍
的

「
仁
愛
　
b
e
n
e
v
o
-

lence

」
の
教
説
で
あ
り
、
そ
の
核
心
は
、
観
念
連
合
の
働
き
が
各
人
の

「利
己
心
」
を

「
他
者
に
対
す
る
無
私
の
仁
愛
」
に
、
そ
し
て

各
人

の

「自
己
愛
」
を

「家
族
や
友
人

へ
の
愛
」
を
経
て
最
終
的
に
は

「人
類
愛
」
に
、
「必
然
的
」
に
変
容
さ
せ
る
と
説
く
、
極
め
て

オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
教
説

に
ほ
か
な
ら
な
か

っ
た
。

従
来

の
研
究
に
お
い
て
こ
う
し
た

ハ
ー
ト
リ
の
連
想
心
理
学
は
、
専
ら

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
信
仰
の
基
盤
を
掘
り
崩
し
た
唯
物
論
的
な

発
想
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
が
、

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ

の
ハ
ー
ト
リ
受
容
の
背
景
に
あ

っ
た
問
題
意
識
を
辿
る
と
、

こ
う
し
た
解
釈
は
必
ず
し

も
的
を
得
て
い
な

い
。
書
簡
等
か
ら
察
す
る
に
、
彼
が

ハ
ー
ト
リ
を
集
中
的
に
読
ん
だ
の
は
恐
ら
く
九
四
年
の
秋
頃
で
あ
る
が

(
C
L
,
Ⅰ
：

1
2
6

)、
彼

の
こ
の
時
期
の
思
索

の
中
心
的
な
問
題
は
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
の
対
決
で
あ

っ
た
。

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
計



画
に
つ
い
て
サ
ウ
ジ
ー
と
議
論
を
交
わ
し
て
い
た
九
四
年
の
後
半
頃
か
ら
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の

『政
治
的
正
義
　
E
n
q
u
i
r
y
 
C
o
n
c
e
r
n
i
n
g
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l

J
u
s
t
i
c
e
』

(
一
七
九
三
年
)
に
強

い
関
心
を
示
し
始
め
て
お
り
、
実
際
、
サ
ウ
ジ
ー
宛
て
の
書
簡

に
お
い
て
パ

ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
計
画

に
は

「ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
お
け
る
長
所
の
全
て
」
が
活
か
さ
れ
る
べ
き
だ
と
も
述
べ
て
い
る

(
C
L
,
Ⅰ
：
1
1
5
)。

だ
が
、
当
時

の
書
簡
等

は
彼

の
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
対
す
る
評
価
が
両
義
的
で
あ

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る

(
C
L
,
Ⅰ
：
1
0
2
,
1
1
5
,
1
3
8

-
9
,
e
t
 
p
a
s
s
i
m

)
。

そ
し
て
我
々
は
彼
の
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
対
す
る
批
判
を
主
に
次

の
二
点
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な

わ
ち
①
そ
の
思
想

の
無
神

論
的
な
性
格
、
な
ら
び
に
②
私
的
な
感
情

(家
族
愛
や
友
情
)
と
公
的
な
意
味
で
の
人
間
の
共
同
性

(人
類
愛
)
と
を
切
り
離
し
、
後

者

の
た
め
に
は
前
者
を
犠
牲
に
し
て
も
良

い
と
す
る

『政
治
的
正
義
』
第

二
巻
第
二
章
等
に
見
ら
れ
る
議
論

で
あ
る
。
無
論
、
周
知
の

様

に
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
の
計
画
が
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
極
め
て
強
い
影
響

の
下
で
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。
だ
が
、
あ
く

ま
で
も
親
友
サ
ウ
ジ
ー
等
と
の
私
的
な
友
情
を
基
盤
と
し
た

ユ
ー
ト
ピ
ア
を
信
じ
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
キ
リ

ス
ト
教

の
信
仰
を
捨

て
る

こ
と
の
な
か
っ
た
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
に
と

っ
て
、

こ
の
二
点
は
極
め
て
重
大
な
問
題
で
あ

っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教

の
信
仰
と
私
的
な
感
情
と

人
間

の
共
同
性
と
い
う
三
者
を
媒
介
し
得
る

「
諸
原
理
」
-

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
の
思
想
的
対
決
を
通
じ
て
若
き

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
根
本
的

な
問
題
意
識
は
ま
さ
に
こ
こ
に
収
敏
し
て
い

っ
た
。
そ
ん
な
彼
に
と

っ
て
、
観
念
連
合

に
よ
る
こ
の
三
者

の

「必
然
的
」
連
関
を
説
く

「
キ
リ
ス
ト
教
哲
学
の
偉
大
な
先
生
」

ハ
ー
ト
リ
の

『人
問
の
観
察
』
が
い
か
に
説
得
力
を
持

っ
た
か
は
想
像

に
難
く
な
い

(
C
L
,
Ⅰ
：

2
3
6

)。
そ
し
て
果
た
せ
る
か
な
、
『啓
示
宗
教
に
つ
い
て
』
の
理
論
的
核
心
を
示
す
次

の

一
節
は
、
極
め
て
示
唆
的
に
で
は
あ
る
が
、
彼

の
実
存

に
お
け
る

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
と
し
て
の
信
仰
と
具
体
的
な
私
的
感
情

へ
の
こ
だ
わ
り
が
、
ま
さ
に
ハ
ー
ト
リ
の
必
然
論
的
な
連
想

心
理
学
に
よ
っ
て

「普
遍
的
人
類
愛
」
の
教
説

へ
と
媒
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「
イ
エ
ス
は
我

々
の
本
性
を
知
り
尽
く
し

て
い
た
-

そ
し
て
我
々
の
本
性
は

一
つ
の
湖
の
水
脈

の
様
に
広
が

っ
て
い
く
。
友
人
や
両
親
や
隣
人
に
対
す

る
我
々
の
愛
は
、
我

々

を
祖
国
愛

へ
と
導
き
、
更
に
は
全
て
の
人
類

に
対
す
る
愛

へ
と
導
い
て
い
く
。
私
的
な
愛
着
は
、
普
遍
的
な
人
類
愛
 
u
n
i
v
e
r
s
a
l
 
p
h
i
l
a
n

-

t
h
r
o
p
y

を
強
化
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
」

(
C
C
,
Ⅰ
：
1
6
3
)
。



ハ
ー
ト
リ
を
咀
嚼
す
る
こ
と
で

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
が
得
た
観
念
連
合

に
よ
る
信
仰

･
私
的
感
情

･
普
遍
的
仁

愛
の

「必
然
的
」
連
関
の

教
説
。
『道
徳
と
政
治
に
つ
い
て
』

に
始
ま
る
コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
の
初
期
政
治
思
想

の
展
開
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な

「必
然
論
」
の
教
説
を
当
時

の
具
体
的
な
政
治
的
現
実
に
適
用
し
よ
う
と
い
う

一
連

の
試

み
で
あ
っ
た
と
言

っ
て
良

い
。
だ
が
我
々

は
こ
こ
に
微
妙
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
こ
う
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
バ
ジ
ル

･
ウ
イ
リ
ー
が

一
八
世
紀
の
イ
ギ
リ

ス
の
哲
学
的

「必
然
論
」

一
般

に
見
出
し
た

〈存
在
〉
と

〈当
為
〉
の
混
在
で
あ
る
。
「私

の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、

ハ
ー
ト
リ
の
教
説

の

こ
の
部
分
に
は
、
よ
く
あ
る
あ
の
基
本
的
な
混
乱
-

こ
の
時
代

の
必
然
論
的
道
徳
論
者
の
全
て
に
見
ら
れ
る
混
乱
、
た
と
え
ば
オ
ル

バ
ッ
ク
に
見
ら
れ
、
ま
た
や
が
て
は
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
も
見
ら
れ
る
あ
の
混
乱
-

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り

一
方

で
必
然
論

者
と
し
て
人
間
の
性
格
は
環
境

の
所
産

で
あ
る
と
声
を
大
に
し
て
明
言
し
て
い
る
人
々
が
、
他
方
で
は
、
道
徳
家
、
教
育
者
と
し
て
、

正
し
い
性
格
が
生
ま
れ
る
よ
う
環
境
を
統
制
･改
革
し
よ
う
と
大

い
に
切
望
し
て
い
る
の
で
あ
る
」。

つ
ま
り
、
も
し
私
的
感
情
が
観
念

連
合
に
よ

っ
て

「必
然
的
」

に
信
仰
や
普
遍
的
仁
愛
に
結
び

つ
く
の
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
人
間
が
意
識
的
主
体
的

に
何
か
を
行
な
う

必
要
は
無

い
は
ず
で
あ
る
。

に
も
関
わ
ら
ず
、
「必
然
」
論
者
は
他
方
で
観
念
連
合
の
働
き
が

「必
然
性
」
に
従
う
よ
う
に
努
力
す
べ
き

だ
と

い
う
議
論
を
展
開
す
る
。
「必
然
性
」
に
従
う

「
受
動
性
」
は
、
あ
く
ま
で
も

「賢
明
な
る
受
動
性
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ハ

ー
ト
リ
流

に
言
う
な
ら
ば

「感
覚
的
快
と
そ
の
痕
跡
と
を
別
の
適
切
な
対
象
と
連
合
 
a
s
s
o
c
i
a
t
e
 

さ
せ
て
仁
愛
的
な
行
動

へ
と
向
か
う
動

機
を
形
成
し
、
我
々
の
存
在
の
全
行
程
に
そ
れ
ら
の
動
機
を
行
き
渡
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
覚
性
 
S
e
n
s
u
a
l
i
t
y
 

を
霊
性
 
S
p
i
r
i
t
u
a
l
i
t
y
 

に
変
容
さ
せ
る
こ
と
」
は
、
ま
さ
に
摂
理
に
よ

っ
て
人
問

に
課
さ
れ
た

「現
世
で
生
き
る
こ
と
の
大
き
な
仕
事

で
あ
り
目
的
」

に
ほ
か

な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
明
ら
か
に
こ
こ
に
は

「必
然
で
あ
る
」
(〈存
在
〉
と
し
て
の

「
受
動
性
」
)
と

「必
然

た
る
べ
き
だ
」
(〈当
為
〉

と
し
て
の

「賢
明
な
る
受
動
性
」
)
と
い
う
二
つ
の
相
対
立
す
る
発
想
が
混
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
我
々
は
更

に
そ
の
基
底
に
、
感
覚
的

世
界
そ
の
も
の
に
対
す
る
二
つ
の
相
対
立
す
る
認
識
の
混
在
-

リ
ー
ス
ク
は
そ
れ
を
プ
リ
ー
ス
ト
リ
的
な

「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
唯
物
論
」

特
有

の
内
在
的
汎
神
論
と
超
越
的
人
格
神
論

の
混
在
と
呼
ん
で
い
る
-

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

。



周
知
の
様
に
、

ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と
は
三
位

一
体
の
教
義
を
否
定
し
、
ナ
ザ
レ
の
イ

エ
ス
を
単
な
る
善
良

な
人
間
と
見
做
す
異
端

の

一
種
で
あ
り
、
ク
ラ
ー
ク
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
イ

エ
ス
の
神
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
ず

一
方
で

「善
人
」
イ

エ

ス
を
例
証
と
し
て
人
間
本
性

の
自
然
的
善
性
を
基
礎
付
け
つ
つ
、
他
方
、
そ
れ
ま
で
彼
岸
と
此
岸
の
媒
介
と
し
て
の
自
ら

の
神
性
を
主

張
し
て
き
た
教
会
や
国
家
を
徹
底
的
に
世
俗
的
な
も
の
と
し
て
相
対
化
す
る
極
め
て
急
進
的
な
反
体
制
思
想
を

導
く
教
義
で
あ

っ
た
。

『啓
示
宗
教

に
つ
い
て
』

に
お
い
て
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
、
こ
う
し
た

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
人
間
本
性
観
を
踏
ま
え

つ
つ
、

ハ
ー
ト
リ
の
議
論

に
依
拠
し
た
人
間
本
性

一
般
に
つ
い
て
の
観
念
連
合
に
よ
る
説
明
を
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
の
議
論
に
お
い
て
本
有
観
念
 
i
n
n
a
t
e
 
I
d
e
a
s
 

は
当
然

の
ご
と
く
否
定
さ
れ
、
イ

エ
ス
も
含
め
、
人
間
の
本
性
は
自
然
法
則
の
必
然
性
の
下

に
あ
る
も
の
と
見
做
さ
れ
る

(
C
C
,
Ⅰ
：

1
0
3

)。
人
間
は
皆
、
イ

エ
ス
同
様
、
自
ら
の
自
然
的
な
本
性
に
よ
っ
て
道
徳
的
善

へ
と
向
か
う
存

在
で
あ
り
、
各
人
の

「粗
野
な
利
己

心
」
や

「快
楽

へ
の
欲
求
」
は
、
長
い
時
間

の
間
に

「観
念
連
合
の
魔
術
的
な
力
」

に
よ

っ
て

「純
粋
な
仁
愛
」
や

「徳

へ
の
愛
」
に

変
容
さ
れ
る

(
C
C
,
Ⅰ
：
1
1
4
)。

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
、

こ
う
し
た
感
覚
的
世
界
を
貫
く
法
則
性

に
あ
る
種

の
道
徳
的
規
範
性
を
見
出
す

発
想
を
、
霊
魂

(精
神
)
と
肉
体

(物
質
)
を
同
質
と
見
做
し
つ
つ

「神
の
力
」
を
感
覚
的
世
界
に
内
在
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
る

「近

代

ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
創
始
者
」
プ
リ
ー
ス
ト
リ

(
C
C
,
Ⅹ
Ⅳ
-
i
i
:
4
8
8

)
の
汎
神
論
的
な

「唯
物
論
」
か
ら
得
て
い
る
が
、
実
際
、

こ
の
講
演

で
展
開
さ
れ
て
い
る

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ

の
極
め
て
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

「必
然
論
」
に
は
、
汎
神
論
的
な
自
然
観
が
随

所

に
窺
わ
れ
る

(
C
C
,
Ⅰ
：
1
1
2
)
。

し
か
し
な
が
ら
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
、
こ
の
よ
う
に
感
覚
的
世
界
を
貫
く
必
然
的
法
則
性
に
道
徳
的
規
範
性
を
認
め
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の

一
方
で
、
感
覚
的
世
界

の
彼
岸
に
道
徳
的
規
範
の
源
泉
た
る
神
を
設
定
す
る
議
論
を
展
開
し

て
い
る
。
-

も
し
本
有

観
念
を
持
た
な

い
環
境
の
奴
隷
に
す
ぎ
な
い
人
間
が
、
単

に
観
念
連
合
の
法
則
だ
け
に
従

っ
て
知
識
を
得
て
い
る
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、

人
間
は
十
分
に
生
活
で
き
る
知
識
を
得
る
前
に
飢
え
死
に
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実

に
そ
う
な

っ
て
い
な
い
理

由
は
、
ま
さ
に
彼
岸
か
ら
こ
の
質
料
的
世
界
に
働
き
掛
け
る
非
物
質
的
な
神
性
 
D
e
i
t
y
 

が
存
在
す
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
云
々

(
C
C
,



Ⅰ
：
1
0
3

)。
道
徳
的

に
頽
廃
し
き

っ
た
環
境

か
ら
例
外
的
に
善
良
な
本
性
を
持

つ
人
間
イ

エ
ス
が
誕
生
し
得
た
と
い
う
歴
史
的
事
実
は
、

ま
さ
に
そ
れ
自
体
、
「最
も
哲
学
的
な
意
味

で
の
奇
蹟
」
つ
ま
り
超
越
的
人
格
神
の
介
入
に
よ
る
必
然
的
自
然
法
則
の
逸
脱
を
我
々
に
確

信
さ
せ
ず

に
は
お
か
な
い
云
々

(
C
C
,
Ⅰ
：
1
6
0
)
。
だ
が
、

こ
の
よ
う
に
非
物
質
的
な
神
性
の
存
在
を
認
め
、
イ

エ
ス
の
理
想
的
な
道

徳
的
性
格

の
起
源
を
観
念
連
合

の
必
然
的
法
則
性
を
超
越
し
た
と
こ
ろ
に
見
出
す
超
越
神
論

の
発
想
は
、
先

に
述
べ
た
人
間
本
性
そ
の

も
の
が
観
念
連
合

の
神
的
な
必
然
性
に
従

っ
て

「純
粋
な
仁
愛
」
や

「徳

へ
の
愛
」
に
向
か
う
-

「善
人

」
イ

エ
ス
は
ま
さ
に
そ
の

例
証
で
あ
る
-

と
考
え
る
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
汎
神
論
的

「必
然
論
」
と
両
立
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

こ
の

様
に

『啓
示
宗
教

に
つ
い
て
』
の
議
論

に
は
、
神

に

一
定

の
超
越
性
を
認
め
る
発
想
と
、
非
物
資
的
な
霊
魂

の
存
在
を
否
定
し
て
神
を

物
質
に
内
在
す
る
必
然
的
な
法
則
性
と
捉
え
る
汎
神
論
的
な
発
想
と
が
明
ら
か
に
混
在
し
て
い
た
。
信
仰
と
規
範
的
政
治
理
論
と
が
極

め
て
強
く
結
び

つ
い
て
い
た
初
期

コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
の
思
想

に
お
い
て
、
こ
の
両
者
の
混
在
は
当
然

の
ご
と
く
彼
の
政
治
思
想
に
お
い
て

も
二
つ
の
相
対
立
す
る
発
想
の
混
在
を
導
か
ず

に
は
置
か
な

い
。
す
な
わ
ち
彼
岸
か
ら
此
岸
に

一
方
的
に
働

き
掛
け
る
超
越
神
と
い
う

発
想

に
立

つ
な
ら
ば
、
「徳
」
や

「普
遍
的
仁
愛
」
が
発
生
し
得
る
条
件
は
、
此
岸
と
し
て
の
質
料
的
世
界
に
で
は
な
く
、
人
間
の
そ
の

あ
く
ま
で
も
内
面
に
お
け
る
超
越
的
人
格
神
に
対
す
る
信
仰
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

(〈
当
為
〉
優
位
の
主
観
主
義
)。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
主
観
主
義
的
認
識
は
、
現
世
に
お
け
る
個
別
具
体
的
な
国
家
や
そ
の
他
諸
々
の
制
度
を
世
俗
的
な
も
の
と
し
て
徹
底
的
に
相

対
化
し
、
信
仰
に
よ
る
感
覚
的
世
界
の
超
越
を

〈当
為
〉
と
し
て
要
請
す
る
論
理
を
導
く
で
あ
ろ
う

(〈当
為

〉
の
論
理
)。
だ
が
、
こ

れ
に
対
し
て
、
神
の
力
が
必
然
的
な
法
則
性
と
し
て
世
界
に
内
在
す
る
と
い
う
発
想
に
立

つ
な
ら
ば
、
「徳
」
と

「普
遍
的
仁
愛
」
の
条

件
は
世
界
な
い
し
人
問
本
性
を
も
含
め
た
広

い
意
味

で
の
自
然
を
貫
く
法
則
性

へ
の

「服
従
」

に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い

(〈
存
在
〉

優
位
の
客
観
主
義
)。
こ
う
し
た
客
観
主
義
的
認
識
は
現
世
に
お
け
る
個
別
具
体
的
な
国
家
や
そ
の
他
諸
々
の
制
度

に
対
し
て
も
、
そ
の

よ
う
な
神
的
な
法
則
性
を
分
有
す
る
も
の
と
し
て

一
定
の
意
味
を
見
出
す
論
理
を
導
く
で
あ
ろ
う

(〈
存
在
〉

の
論
理
)
。
そ
し
て
実
際
、

こ
の
対
立
す
る
両
者
の
混
在
は
、
『啓
示
宗
教

に
つ
い
て
』
に
お
け
る

「
悪
」
の
存
在
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
で
問
題
化
.顕
在
化
し
て
く



る
。
す
な
わ
ち
私
的
感
情
が
観
念
連
合
の
働
き
に
よ

っ
て

「必
然
的
」
に
信
仰
や
普
遍
的
仁
愛

へ
と
昇
華
さ
れ
る
は
ず

の
こ
の
世
界
に

お
い
て
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
生
じ
て
い
る

「
悪
」
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

我
々
は
モ
ロ
ウ
や
ミ
ラ
ー
同
様
、

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
が
こ
の
問
題
を
政
治
と
プ

ロ
パ
テ
ィ

(所
有
)
の
問
題
と
し
て
論
じ
て
い
る
点
に

注
目
し
よ
う
。
そ
し
て
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
議
論
が
導
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
全
て
の

「悪
」
の
原
因
は
他
な
ら
ぬ
プ

ロ
パ
テ
ィ
の
不
平

等
な
配
分
に
こ
そ
存
す
る
。
「誰
か
が
他
人
よ
り
多
く
を
所
有
し
て
い
る
限
り
、
必
然
的
に
そ
こ
に
は
奢
侈
、
嫉
み
、
掠
奪
、
政
府
、
教

会
制
度
が
生
じ
、
神
の
国

へ
の
道
は
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
」

(
C
C
,
Ⅰ
：
2
2
7

)。
す
な
わ
ち
、

コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
は
、
先
に
述

べ
た

「人
々
を
必
然
的
に
有
徳
に
す
る
」
た
め
に
取
り
の
ぞ
か
れ
る
べ
き

「悪

へ
と
向
か
う
全
て
の
動
機
-

す
な
わ
ち
全
て
の
あ
り
う

べ

き
誘
惑
」
の
根
源
を
、

こ
こ
に
お
い
て
プ

ロ
パ
テ
ィ
の
不
平
等
に
見
出
す
。
そ
し
て
こ
う
し
た
プ

ロ
パ
テ
ィ
の
不
平
等
に
対
す
る
批
判

と
い
う
点
に
お
い
て

『啓
示
宗
教
に
つ
い
て
』
の
議
論
は

一
貫
し
て
お
り
、
こ
の
プ

ロ
パ
テ
ィ
の
不
平
等
に
よ

っ
て
発
生
し
た

「悪
」

を
克
服
す
る
た
め
の

「諸
原
理
」
の
探
求
こ
そ
が

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
初
期
の
思
索

の
根
本
的
な
問
題
意
識
で
あ

っ
た
と
い
う

マ
ン
の
指

摘
は
恐
ら
く
正
し
い
。
だ
が
、
我
々
は
更
に
、
ミ
ラ
ー
と
モ
ロ
ウ
に
よ
る
指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
の
プ

ロ
パ
テ
ィ
の
不
平
等
を

い
か

に
克
服
し

「人
々
を
必
然
的

に
有
徳

に
す
る
」
か
と

い
う
点
に
関
し
て
、

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
が
微
妙
に
相
異
な
る
二
方
向
の
議
論
を
展
開

し
て
い
る
点
に
注
目
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
先
ず

コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
は

一
方
で
①

モ
ー
ゼ

の
律
法
に
基
づ
く
イ

ス
ラ
エ
ル
人
の
国
制

に
つ

い
て
、
そ
れ
が
定
め
て
い
た
プ

ロ
パ
テ
ィ
の
平
等
な
配
分
が
、
人
々
に
政
治
的
主
体
と
し
て
の
自
律
性

(徳

)
を
平
等

に
も
た
ら
す
極

め
て
有
効
な
制
度

で
あ

っ
た
と
論
じ

つ
つ
も

(第
二
講
)
、
他
方
、
②
人
々
の
政
治
的
主
体
と
し
て
の
自
律
性

を
基
礎
付
け
る
の
は
、
あ

く
ま
で
も
キ
リ
ス
ト
教

の
信
仰

に
基
づ
く
道
徳
的
啓
蒙
で
あ
り
、
世
俗
的
な
プ

ロ
パ
テ
ィ
は
完
全
に
廃
止
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
と
論
じ

て
い
る

(第
六
講
)
。
「徳
」
を
し
て

「必
然
」
た
ら
し
め
る
条
件
は
①
世
俗
的
プ

ロ
パ
テ
ィ
の
平
等
な
配
分

と
い
う
外
的
客
観
的
要
因

か
、
そ
れ
と
も
②
あ
く
ま
で
も
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
と
い
う
内
的
主
観
的
要
因
か
-

こ
こ
に
お
い
て
両
者

の
議
論
は
微
妙
な
対
立
を

示
し
始
め
る
。
す
な
わ
ち
我
々
が
先
に
整
理
し
た
初
期

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
に
お
け
る
二
つ
の
モ
メ
ン
ト
-

客
観
主
義
的
な

〈存
在
〉
の



論
理
と
主
観
主
義
的
な

〈
当
為
〉

の
論
理
-

が
、
政
治
と
プ

ロ
パ
テ
ィ
に
関
す
る
議
論
を
通
じ
て
、
そ
の
根
本
的
な
対
立
を
、
ミ
ラ

ー
に
従
え
ば
①
カ
ン
ト
リ

･
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
と
②
道
徳
的
啓
蒙
の
対
立
と
し
て
、
モ
ロ
ウ
の
表
現
を
用

い
れ
ば
①

シ
ヴ
ィ
ッ
ク

･
ヒ

ュ

ー

マ
ニ
ズ

ム
と
②
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

･
モ
ラ
リ
ズ
ム
の
対
立
と
し
て
、
徐
々
に
顕
在
化
さ
せ
始
め
る
の
で
あ
る
。

先
ず
前
者

の
議
論

に
お
い
て
、
人
々
の
政
治
的
主
体
と
し
て
の
自
立

(自
由
)
を
基
礎
付
け
て
い
る
の
は
外
的
な
世
俗
的
プ

ロ
パ
テ

ィ
で
あ
り
、
平
等
に
配
分
さ
れ
た
プ

ロ
パ
テ
ィ
は

「人
々
を
必
然
的
に
有
徳
に
す
る
」
客
観
的
条
件
と
見
做

さ
れ
て
い
る
。
周
知
の
様

に
、
こ
う
し
た
人
々
の

「徳
」
が
世
俗
的
プ

ロ
パ
テ
ィ
の
形
態
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
と
い
う
議
論
は
、
ハ
リ
ン
ト
ン

(
J
a
m
e
s
 
H
a
r
r
i
n
-g

t
o
n
,
1
6
1
1
-
7
7

)
や
ネ
オ

･
ハ
リ

ン
ト

ニ
ア
ン
の
シ
ヴ
ィ
ッ
ク

･
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
特
有
の
議
論
で
あ
る
が
、
実
際
、

コ
ー
ル
リ

ッ
ジ

は
M

.
ロ
ウ
マ
ン

(
M
o
s
e
s
 
L
o
w
m
a
n
,
1
6
8
0
-
1
7
5
2

)
の

『
ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
政
府

に
つ
い
て
 
A
 
D
i
s
s
e
r
t
a
t
i
o
n
 
o
n
 
t
h
e
 
C
i
v
i
l
 

Government of the Hebrews

』

(
一
七
四
〇
年
)
を
通
じ
て
、
政
治
権
力
と
プ

ロ
パ
テ
ィ
と
の
関
係

に

つ
い
て
の
ハ
リ

ン
ト
ン
の

分
析

に
関
す
る
知
識
を
得
て
い
る

(
C
C
,
Ⅰ
：
1
2
6
n
2

）
。
そ
し
て
次
の

一
節
は

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
が

ロ
ウ
マ
ン
＝

ハ
リ
ン
ト
ン
の
議
論
を

踏
ま
え
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。
「プ

ロ
パ
テ
ィ
は
権
力

で
あ
り
、
平
等
な
プ
ロ
パ
テ
ィ
は
平
等
な
権
力
で
あ
る
。
貧
し

い
人
間
は
必
然
的
に
多
か
れ
少
な
か
れ
奴
隷
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
貧
困
と
は
公
的
自
由
の
死
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
実
質
的

に
諸
個
人
を
隷
属
化
し
、
様
々
な
悪
徳
を
発
生
さ
せ
、
更
に
そ
う
し
た
悪
徳
は
権
力
が
行
政
部
門
に
集
中
す
る
と
い
う
危
険
な
事
態
を

招
か
ず
に
は
お
か
な
い
」

(
C
C
,
Ⅰ
：
1
2
6
)。

と
こ
ろ
が

『啓
示
宗
教

に
つ
い
て
』
の
後
半

に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
世
俗
的

〈プ

ロ
パ
テ
ィ
＝
権
力
〉

の
平
等
な
配
分
に
積
極
的

な
意
味
を
見
出
す

〈存
在
〉
の
論
理
に
代
わ

っ
て
、
「徳
」
の
基
盤
を
専
ら
内
的
信
仰
に
よ

っ
て
主
観
的
に
基
礎
付
け
、
世
俗
的
な
プ

ロ

パ
テ
ィ
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
完
全

に
廃
止
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
議
論
、
す
な
わ
ち

〈
当
為
〉
の
論
理
が
優
位
を
占
め
て
し
ま

っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
後
半
に
お
い
て
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
、
私
有
財
産
制
度
を
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
と
相
容
れ
な

い
も
の
と
見
做
し
、
そ
の

完
全
な
廃
止
を
唱
え
始
め
る
の
で
あ
る
。
-

イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
国
制

に
お
け
る
制
度
と
し
て
の
プ

ロ
パ
テ
ィ
の
平
等
な
配
分
は
、
私



有
財
産
そ
の
も
の
の
完
全
な
否
定

で
な

い
が
故
に
、
何
時

「
悪
用
」
さ
れ
る
と
も
知
れ
な

い
プ

ロ
パ
テ
ィ
の

「蓄
積
」
を
認
め
て
し
ま

っ
て
お
り
、
私
有
財
産
制
度
を
前
提
と
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
国
制
と
同
じ
く
、
「徳
」
の
安
定
的
な
客
観
的
条
件
と
な
り
得
る
も
の
で

は
な
か
っ
た
。
「我
々
の
救
世
主
は
、
決
し
て

[単
な
る
制
度
的
な
]
プ

ロ
パ
テ
ィ
の
平
等

[な
配
分
]
が
正
し

い
こ
と
だ
と
は
認
め
な

か

っ
た
。
…
私
が
何

か
を
排
他
的
に
所
有
し
て
い
る
間
は
、
利
己
的
な
情
念
が
活
発
に
機
能
す
る
だ
ろ
う
」

(
C
C
,
Ⅰ
：
2
2
7
-
2
8

)。
そ

し
て
彼
は
プ

ロ
パ
テ
ィ
の
平
等
な
配
分
と

い
う

〈
存
在
〉
優
位
の
発
想
か
ら

一
転
し
て
、

こ
の
悪
し
き
私
有

財
産
制
度
そ
の
も
の
を
克

服
す

べ
く
、
キ
リ
ス
ト
教

の
彼
岸
志
向
的
な
道
徳
を
説
き
始
め
る
。
「
イ

エ
ス
･キ
リ
ス
ト
は
弟
子
た
ち
に
厳

格
な
平
等
を
維
持
す
る
よ

う
命
令
し
た
。
そ
し
て
唯

一
の
有
効
な
や
り
方

で
こ
の
命
令
の
拘
束
力
を
強
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
彼

岸
の
確
実
性
を
彼
ら
に
証

明
し
、
更
に
は
未
来

[
＝
来
世
]

の
広
大
さ
を
示
す
こ
と
に
よ

っ
て
現
在
［
＝

現
世
]

に
よ
る
専
制
を
軽
減
し
た
の
で
あ
る
。
生
れ

つ

き
持

っ
て
い
る
信
心

に
よ

っ
て
で
は
な
く
、
自
分
自
身
に
よ
る
検
討
と
省
察
に
よ
っ
て
死
後
の
状
態
を
本
当

に
確
信
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
そ
の
と
き
に
、
そ
し
て
そ
の
と
き
に
の
み
、
利
己
心
は
徳
と
結
合
す
る
で
あ
ろ
う
」

(
C
C
,
Ⅰ
：
2
1
8

)
。

こ
こ
に
お
い
て
彼
が
専

ら

「彼
岸
」

へ
の
主
観
的
な
確
信
に

「徳
」
を
基
礎
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て

『啓
示
宗
教
に
つ
い

て
』
の
最
終
段
落

の
次
の

一
節
は
、
彼
が
こ
の
講
演
に
お
い
て
辿
り
着

い
た
結
論
が

「徳
」
の
条
件
を
専
ら

そ
の
よ
う
な
内
的
信
仰

に

求
め
る

〈
当
為
〉
優
位
の
主
観
主
義
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「我
々
の
心
を
徳
の
専
制

に
服
従
さ
せ
よ
う
で
は
な
い
か
。
…
そ

う
な
れ
ば
国
王
も
将
軍
も
必
要
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
外

に
暴
君
ネ
ロ
が
な
く
な
る
な
ら
ば
、
我
々
は
内
に
カ

エ
サ
ル
を
置
か
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
し
て
そ
の
カ

エ
サ
ル
と
は
宗
教
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
!
」
(
C
C
,
Ⅰ
：
2
2
9
)。

私
有
財
産
制
度
の
完
全
な
廃
止
と

「彼
岸
」

へ
の
内
的
確
信
に
よ
る

「利
己
心
」
と

「徳
」
の
恐
ら
く
は

「必
然
的
」
な
結
合
。
『啓

示
宗
教
に
つ
い
て
』

の
最
終
的
な
結
論
は
専
ら
こ
こ
に
存
す
る
。
だ
が
そ
の
よ
う
に

「徳
」
の
条
件
を
内
的

な
信
仰
に
主
観
化
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、

コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
は
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想
を
客
観
的
現
実
に
媒
介
す
る

〈
存
在
〉

の
論
理
-

こ
こ
で
は
世
俗

的
プ

ロ
パ
テ
ィ

(
＝
権
力
)

の
平
等
な
配
分
と

い
う
古
典
的
共
和
主
義

の
論
理
-

を
見
失

っ
て
し
ま
う
。
例
え
ば
第
六
講
の
次
の

一



節
は
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想
が
専
ら

一
般

の
人
々
に

「徐
々
に
浸
透
す
る
」
こ
と
を
通
じ
て
し
か
客
観
的
現
実

に
対
し
て
拘
束

力
を
持
ち
得
な
い
こ
と
を
、
彼
が
最
終
的
に
認
め
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
「普
遍
的
平
等
は
救
世
主

の
目
標
で
あ
る

が
、
憤
慨
し
た
多
数
者

の
暴
動
に
よ

っ
て
達
成
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
同
種
の
精
神
に
次
第

に
浸
透

し
、
最
終
的
に
は
全
体
を

占
め
る
よ
う

に
な
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
、
無
抵
抗
で
あ
り
な
が
ら
も
、
な
お
か
つ
原
理
を
血
肉
化
し
て
い
る
 
d
e
e
p
l
y
-
p
r
i
n
c
i
p
l
e
d
 

少

数
者
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
最
終
的
な
結
果
と
し
て
達
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」

(
C
C
,
Ⅰ
：
2
1
8
)。
す
な

わ
ち
、
こ
こ
に
お
い
て
、

当
時

の
政
治
的
現
実
に
対
し
て
も
規
範
的
拘
束
力
を
持
ち
得
る

「諸
原
理
」
と
し
て
明
確
化
さ
れ
る
は
ず
だ

っ
た
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ

ー
の
思
想
は
、
彼
が
政
治
と
プ

ロ
パ
テ
ィ
に
関
す
る
思
索
を
深
め
て
い
く
過
程
で
、
そ
こ
に
混
在
し
て
い
た

〈存
在
〉
優
位
の
論
理
と

〈
当
為
〉
優
位

の
論
理
を
し
て
二
極
分
解
せ
し
め
、
最
終
的
に
は
単
な
る
少
数
の
親
し
い
友
人
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
コ
ミ

ュ
ー
ン

(「無

抵
抗
で
あ
り
な
が
ら
も
、
な
お
か
つ
原
理
を
血
肉
化
し
て
い
る
少
数
者
」)
に
お
い
て
の
み
実
現
可
能
な

〈当
為
〉
優
位
の
共
同
体
論

へ

と
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、

こ
の
講
演

に
お
い
て
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想
は
、
極
め
て
著
し
い
主
観
化

を
被
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
、
客
観
的
な
政
治
的
現
実
に
制
度
的
に
媒
介
さ
れ
る
た
め
の
契
機
を
完
全
に
喪

失
し
て
し
ま

い
、
そ
し
て

ま
さ
に
こ
の
点
に
お
い
て
こ
の
講
演
は

一
人
の
非
政
治
的

「
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
ッ
ト
」
が
現
実
政
治
に
対
し

て
抱

い
た
或
る
種

の
違
和

感
と
い
う

レ
ヴ

ェ
ル
を
最
終
的

に
は
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「人
間
を
必
然
的

に
有
徳

に
す
る
」
は
ず

の
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想
の
極
端
な
主
観
化
と
そ
れ
に
伴
う
客
観
的
現
実

に
対
す

る
視
点

の
喪
失
。
こ
の
講
演
が
例
外
的
に
出
版
さ
れ
な
か

っ
た
理
由
は
、
恐
ら
く
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
自
身
が
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
強
く

意
識
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
お
い
て
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想
は
、
最
終
的
に
、
本
国
の
政
治
的
現
実

に
対
し
て
規

範
的
拘
束
力
を
持
ち
得
る
政
治
理
論

へ
と
転
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
単
な
る
ア
メ
リ
カ

ヘ
の
移
民
と
い
う
非
政
治
的
な
計
画

へ
と
再
び

後
退
を
強
い
ら
れ
る
結
果
と
な

っ
た
。
だ
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
年
の
秋
の
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
計
画
の
座
礁
後
、
彼
が
政

治
的
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
活
動
を
放
棄
す
る
ど
こ
ろ
か
、
今
度
は
職
業
的
な
批
評
家
と
し
て
の
人
生

を
選
択
し
た
と
い
う
事
実



は
、
こ
の
段
階
で
彼
自
身
が
依
然
と
し
て
、
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

「必
然
論
」
の
思
想
が
当
時

の
政

治
的
現
実

に
対
し
て
有
効
な
規
範
的
拘
束
力
を
持
ち
得
る
と
い
う
確
信
を
捨

て
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
『啓
示
宗
教
に
つ

い
て
』

の
失
敗
を
通
じ
て
自
ら
の
思
想

に
お
け
る

〈存
在
〉
の
論
理
と

〈当
為
〉
の
論
理
の
乖
離
を
痛
感
し

つ
つ
も
、
彼
は
依
然
と
し

て
両
者
が
最
終
的

に
は

一
致
し
得
る
こ
と
を
、
す
な
わ
ち

〈当
為
〉
で
あ
る
と
同
時
に

〈
存
在
〉
で
あ
る
よ
う
な

「善
人
」
イ

エ
ス
の

「徳
」
-

こ
れ
こ
そ
が
彼
の
ユ
ニ
テ
リ
ア

ニ
ズ
ム
の
核
心
で
あ

っ
た
-

を
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
。
力
点

こ
そ
変
わ
っ
た
が
、
秋
以

降
も

ハ
ー
ト
リ
ー
＝プ
リ
ー
ス
ト
リ
的
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
は
相
変
わ
ら
ず
彼
の
思
想
を
呪
縛
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
果
た
せ

る
か
な
、
秋
以
降
の
講
演
に
お
い
て
、
彼

は
再
び
自
ら
の
思
想
を
客
観
的
現
実

に
媒
介
す
る
試
み
を
-

し
か
も
再
び
共
和
主
義
的
な

カ
ン
ト
リ

･
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
議
論
に
依
拠
し

つ
つ
-

行
な

っ
て
い
る
。
我
々
は
次
に

『暴
か
れ
た
プ

ロ
ッ
ト
』
を
手
が
か
り
と
し

つ
つ
、
そ
の
よ
う
な
彼

の
思
想
的
営
為
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

註

(1
)

岩
岡
氏
は
こ
う
し
た
三
種
類
の
自
称

「自
由
の
友
」
を
、
①

「優
柔
不
断
の
た
め
に
政
治
的
信
念
を
欠
い
て
」
い
る

「立
憲
主
義
者
」
、

②
セ
ル
ウ
ォ
ー
ル
等
の

「
一
揆
主
義
者
」
に
代
表
さ
れ
る

「熱
狂
主
義
者
」、
③

「政
治
的
不
平
等
に
対
し
て
は
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
議
会
改
革

を
要
求
す
る
が
経
済
的
不
平
等
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
肯
定
す
る
プ
リ
ー
ス
ト
リ
、
プ
ラ
イ
ス
、
ペ
イ
ン
ら
の
デ
ィ
ッ
セ
ン
タ
ー
」
と
更
に
具

体
的
に
整
理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
該
当
す
る
思
想
家
を
特
定
し
て
い
る

(岩
岡
［
一
九
九
〇
]
二
九
頁
以
下
)
。
(
C
f
.
)
C
o
l
m
e
r
［
1
9
5
9

]
p
.

11.,Miller［1987］p.29f.,Morrow［1990

]
p
.
1
3
f
.

(2
)
H
o
l
m
e
s

[
1
9
8
9
］
p
.
6
2
.
 

但

し
、
柏

氏

に
よ

れ
ば

パ

ン

テ
ィ

ソ
ク
ラ

シ

ー
の
構
想

そ

の
も

の
は
主

に

サ
ウ
ジ

ー

に
よ

る
も

の
で
あ

っ
た
。

「
“
p
a
n
t
i
s
o
c
r
a
c
y
”

と

は
、

一
七

九
三
年

[
こ
れ

は

コ
ー

ル
リ

ッ
ジ
が

サ
ウ
ジ
ー

に
出

会
う
前

の
年

で
あ

る
-

引

用
者

]

に
サ
ウ
ジ

ー
が

ゴ
ド

ウ

ィ

ン
の
無

政

府

主
義

に
基

づ

い

て
着

想

し
た
も

の
で
、

理

性

に
よ

っ
て
啓
蒙

さ
れ
た
有

徳

の
人

々

に
よ

る

一
種

の
原
始
共

産

制

の

ユ



ー
ト

ピ
ア

で
あ

っ
た
」

(柏
［
一

九

八

二
]

七
四
頁

)
。

(
3
)

初
期

コ
ー

ル
リ

ッ
ジ

の

「
諸

原
理

」

の
核

心
を

こ

の
講
演

に
見
出

す
点

に
お

い
て
、
本

稿

は
M
i
l
l
e
r[
1
9
8
7
］
や
M
o
r
r
o
w
［
1
9
9
0
]
同

様

、
M
a
n
n
［
1
9
7
1
］の
見

解

を
踏
襲

し

て

い
る
。

(
4
)

ハ
ー

ト
リ

の

『
人

間

の
観
察

』

(
H
e
r
t
l
y
［
1
9
7
6

]
)

に
関

し

て
我

々
は
W
i
l
l
e
y
［
1
9
4
0

]
C
h
.
8
.の
極

め
て
詳
細

な
分
析

に
多

く
を
負

つ
て

い
る
。

(
5
)

(
C
f
.
)
M
a
n
n
［
1
9
7
1
]
p
.
l
i
.

(
6
)
M
u
i
r
h
e
a
d
［
1
9
3
0

]

p
.
4
2
.

(
7
)

(
C
f
.
)
H
a
v
e
n
［
1
9
5
9

]
.

(
8
)
M
a
n
n

[
1
9
7
1
］
p
.
1
f
.

(9
)

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
当
時

の
急

進
派

に
関
し
て
は
簡
潔

な
が
ら
有

益
な
K
r
a
m
n
i
c
k[
1
9
8
5
］
の
他

、
W
i
l
l
e
y
［
1
9
4
0

]
、
半

沢

[
一
九
六
一
］

、

永

井

[
一
九

六

二
]
、

森
［
一

九

八
六
]
、

白
井
［
一

九

六

四
]
等

を
参

照
。

(
10
)

例

え

ば
G
o
d
w
i
n
[
1
9
8
5
］
p
.
1
6
8
f
f
.

の

議

論

を

参

照

。

(
C
f
.
)
M
a
n
n
［
1
9
7
1
］
p
.
1
 
f
f
.
,
M
i
l
l
e
r

[
1
9
8
7
］
p
.
3
0
f
f
.
,
M
o
r
r
o
w

［1990

]
p
.
2
8
f
.
 

尚
、

同
様

の
指

摘

は
半

沢
氏

も
行

な

っ
て

い
る

(半
沢
［
一

九

八
六

]

二
〇

四
～

〇
五

頁
)
。

(
11
)

例

え
ば
白

井
［
一

九

六
四
]

四

一
頁

を
参

照
。

(
12
)
W
i
l
l
e
y
［
1
9
4
0

]
p
.
1
5
2
.

(
13
)
H
a
r
t
l
y
［
1
9
7
6]
I
I
,
p
.
2
1
4
.
 

(
C
f
.
)
W
i
l
l
e
y
［
1
9
4
0

]
p
.
1
4
5
.

(
14
)
L
e
a
s
k
［
1
9
8
8]
p
.
2
0
f
.

(
15
)
C
l
a
r
k
［
1
9
8
5
］p
.
2
7
9
f
f
.
,
3
3
0
f
f
.
 

尚

、
本

稿

と
必
ず

し

も
問
題

意
識

を

同

じ
く

す
る

も

の
で

は
な

い
が
、

三
位

一
体

否
定

論

の
系
譜

を

社
会

思
想

史

の
観
点

か
ら
扱

っ
た
数

少
な

い
邦

語
文

献

と
し

て
妹
尾
［
一

九

九

二
]
を

参
照

。



(
16
)

プ

リ
ー

ス
ト
リ

の

「唯

物
論

」

に

つ
い
て
は
杉
山
［
一

九

七

四
]
九

一
頁

以
下

の
他

、
Y
o
l
t
o
n[
1
9
8
3
］
C
h
.
6
.
及
び
W
i
l
l
e
y
［
1
9
4
0

]

C
h
.
1
0
.

を

参
照

。

(17
)

初
期

コ
ー

ル
リ

ッ
ジ

の
汎
神

論
的

傾
向

に

つ

い
て
は
P
i
p
e
r[
1
9
5
9
]

を
参

照
。

(18
)

こ
う

し

た

一
人

の
思
想

家

に
お

け
る
神

学

と
政

治

思
想

の
連
関

に

つ
い
て
、

我

々
は
無

論
、

カ

ー

ル
･
シ

ュ
ミ

ッ
ト

の

『
政
治
神

学

』

に

お
け

る
周
知

の
定

式

「
特
定

の
時

代

が
構
築

す

る
形
而

上
学

的
世

界
像

は
、

そ
の
政

治
組
織

の
形

式

と
し
て
簡
単

に
理

解

さ
れ
て

い
る
も

の

と
、

そ

の
構

造

を
等

し
く

す

る
」
を

念
頭

に
置

い

て

い
る

(
シ

ュ
ミ

ッ
ト

[
一
九

七
一
］

六

一
頁

)
。

政
治

思
想

史
研

究

一
般

に
お

い
て
或

る

一
時

代

の

「思

想
風

土

」

(
ホ

ワ
イ

ト

ヘ
ッ
ド
［
一

九

八
一
］

四
頁

)

に
見

ら
れ

る
認
識

論

と
神

学

と
政
治

思
想

の
三
者

の
構

造
的

な
同

一
性

に
着

目

す

る
と

い
う
極

め
て
有

効

な
視
点

に

つ
い
て
、
我

々
は
例

え
ば

小

野
紀

明
氏

の
諸
作

品

に
多
く

を
負

っ
て

い
る
が

(
さ
し
あ

た

っ
て
小

野
［
一

九

九
〇

]
、

同
［
一

九

九

四
]

第

一
章

、
同

[
一
九
七

八
]

三

三
三
～

三

四
頁

の
簡
潔

な

が
ら
極

め

て
有

益
な
註

(
17
)
を
参

照
)
、
名

誉
革

命

以
降

の
英

国
政

治
思

想
史

研
究

に
関

し

て
も
近
年

、
C
l
a
r
k[
1
9
8
5
］
,
P
o
c
o
c
k

[
1
9
8
5
b
］
,
d
o
[
1
9
8
9
b

]

の
様

に
神

学

と
政
治

思

想

と

の
連

関
を

強
調

す

る
研

究

が
-

ま
だ
極

め

て
示
唆
的

な
段
階

で
は
あ

る
が
-

見

ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

本
稿

は

こ

う

し
た
視

点

か
ら

一
八
・
一
九
世

紀

の
英
国

の
政

治

思
想

史

と
そ

こ

に
お
け

る

コ
ー

ル
リ

ッ
ジ

の
位
置

付

け
を
明

確

に
概

念
把

握

す
る
た

め

の
、

一
つ
の
準
備

作
業

に
す
ぎ

な

い
。

(
19
)
M
o
r
r
o
w
［
1
9
9
0]
p
.
1
9
f
f
.
,
M
i
l
l
e
r
［
1
9
8
7

]
p
.
8
9
f
f
.

(
20
)

(
C
f
.
)
M
a
n
n
［
1
9
7
1
]
p
.
1
f
.

(
21
)
M
i
l
l
e
r
［
1
9
8
7

]
p
.
8
5
f
f
.
,
M
o
r
r
o
w
［
1
9
9
0

]
p
.
4
1
f
.

(
22
)

既

に
本

文
中

で
触

れ

た

こ
と
だ

が

、
初

期

コ
ー

ル
リ

ッ
ジ

の
政

治
思
想

に
見

ら
れ

る
こ
う

し
た
相

対
立

す
る

二

つ
の
モ
メ
ン
ト
の
混
在

を

最

初

に
指

摘

し
た

の
は

ミ

ラ
ー

と

モ

ロ
ウ

で
あ

り
、

本
稿

は
こ
う
し

た
二

つ
の
相

対

立
す

る
発
想

の
分
析

に
関

し
て

こ
の
二
人

の
研

究

に
極

め

て
多

く

を
負

っ
て

い
る
。

だ
が

、

ミ
ラ

ー

の
提

示
し

た
道
徳

的

啓
蒙

と

カ

ン
ト
リ

･
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
、

そ
し

て

モ

ロ
ウ

の
提

示
し

た
ク
リ



ス
チ

ャ
ン

･
モ
ラ
リ

ズ

ム
と

シ
ヴ

ィ

ッ
ク

･
ヒ

ュ
ー

マ

ニ
ズ

ム

と

い
う

構
図

は
、

い
ず

れ

も
初
期

の
彼

の
政

治

観

に

お
け

る
二

つ
の
対

立
す

る
見
解

の
混
在

を
説

明

す

る
こ
と

に
は
成

功

し

て
い
る
も

の
の
、

専

ら
彼

の
政

治
観

に
議
論

を
限

定
し

て

い
る
が
故

に
、

彼

の
初

期

の
神
学

(
ユ
ニ
テ
リ

ア

ニ
ズ

ム
)
や

認
識
論

(汎
神
論

的

唯
物

論

)
が

孕
ん

で
い
た
問
題

性
と

の
関

連
を

必
ず
し

も
十
分

に
は
論

じ
得

て

い
な

い
よ

う

に
思
わ

れ

る
。
我

々
は
、

周
知

の
プ

ラ
ト

ン
の
政
治

思
想

に
お
け

る
中

期

か
ら
後
期

に
か
け

て
の
制
度

観

の
転

換

(例

え
ば

『
国
家

』

に

お
け
る
私

有
財

産

の
禁
止

↓

『
法
律

』

に
お
け
る
土

地
財

産

の
公
平

な
分
配

)

の
背
景

に
認
識

論

の
転

換

(抽

象
的

な
イ
デ

ア
説

↓
感

覚
的

世
界
を
基

礎
付

け
得

る
宇

宙
論

)
が
見

出
さ
れ
得

る
の
と
同

様

に

(佐

々
木
［
一

九

八

四
]
第

四
、

五
章

を
参

照
)
、

『啓

示
宗

教

に
つ
い
て
』

に

お
け

る
道
徳

的
啓

蒙

(
＝
ク
リ

ス
チ

ャ
ン

･
モ
ラ

リ
ズ

ム
)

の
制
度

観

(プ

ロ
パ
テ

ィ
そ

の
も

の

の
廃

止

)

と
カ

ン
ト

リ

･
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー

(
＝
シ
ヴ

ィ

ッ
ク

･
ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ

ム
)

の
制
度

観

(プ

ロ
パ

テ
ィ

の
平
等

な
配

分
)

の
対

立

の
背
景

に
も
、

二

つ
の
相
対

立

す
る
神
学

と
認

識
論

が
見

出

さ
れ

得

る
と
考

え

る
。

そ
し

て

コ
ー

ル
リ

ッ
ジ

の
思
想

の
全

体

に

お
け
る
認

識
論

･
神

学

･
政

治
観

の
連

関
を

把
握

す

る

準
備

作
業

で
あ

る
本

稿

で

は
、

さ
し
あ
た

っ
て
漠

然
と

し
た
枠
組

み

で
は
あ

る
が
、

そ
れ
ら
を
〈

当

為

〉
優

位

の
主
観

主
義

(超

越
神

論

↓

信
仰

に
よ

る
感

覚

的
世

界

の
超

越
)

と

〈
存
在

〉
優

位

の
客
観

主
義

(汎

神
論

↓
感

覚
的

世
界

内

に
お
け
る
徳

の
制

度
的

基

礎
付

け
)
と

い

う
構

図

で
捉

え

て

お
く

こ
と

に
し
た

い
。

(23
)

シ
ヴ

ィ
ッ
ク
的

「徳

」

の
客
観

的
基

盤

と
し

て

の
プ

ロ
パ

テ
ィ
と

い
う

ハ
リ

ン
ト

ン
的

発
想

の

一
八
世
紀

英

国
政

治
思

想

に
お
け
る
展

開

に
関

し

て

は
周
知

の
ポ
ー

コ
ッ
ク

の
諸

作

品
P
o
c
o
c
k
［
1
9
8
9
a
］
C
h
.
4
.
,
d
o
 

[
1
9
7
5
]
P
a
r
t
.
3
.
,
d
o

[
1
9
8
3
］
,
d
o
[
1
9
8
5
a

]
C
h
.
6
.

等

の
他

、
H
a
m
p
s
h
e
r
-
M
o
n
k

[
1
9
7
9
]

を
参

照
。

政
治

的

主
体

の
自
律

と
プ

ロ
パ
テ
ィ

の
関
係

に
関

す
る
議

論

の
通
史

的
な

展
望

と
し

て

は
R
y
a
n
［
1
9
8
7
］
C
h
.
1
,
2
,
3
.

の
簡
潔

な
叙

述

が
有

益

で
あ

る
。
尚

、

シ
ヴ

ィ

ッ
ク

･
ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ

ム

の
認
識

論

的
基

礎

と
な

っ
て

い
る
客

観
主

義
的

な
自

然

哲
学

に

つ
い
て
、
我

々

は
D
i
a
m
o
n
d
［
1
9
7
8

]

か
ら
多

く

の
示
唆

を
得

て

い
る
。



三
　
混
合
政
体
と
国
制
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
-

『暴
か
れ
た
プ

ロ
ッ
ト
』

前
章
に
お
い
て
見
た
様
に
、
ア
メ
リ
カ

ヘ
の
移
民
計
画
と
し
て
構
想
さ
れ
た
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
の
思
想
が
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の

現
実
政
治
に
対
し
て
も
有
効
な
視
点
を
提
示
し
得
る
と
い
う
確
信
を
当
初

は
抱

い
て
い
た
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
で
あ

っ
た
が
、
『啓
示
宗
教
に

つ
い
て
』
の
議
論
は
最
終
的

に
は
政
治
的
現
実
に
対
し
て
無
力
な
理
想
主
義
的

〈
当
為
〉
の
論
理
に
終
始
し
、
彼
を
非
政
治
的
な
単
な

る
移
民
計
画

へ
と
連
れ
戻
す
こ
と
に
な

っ
た
。
だ
が
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
計
画
そ
の
も
の
の
座
礁
後
、
職
業
的
な
批
評
家

の
道
を
選

ん
だ
彼
は
、
再
び
自
ら
の
思
想
を
政
治
的
現
実
に
媒
介
す
る
作
業
に
着
手
す
る
。
但
し
、
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
計
画
と
い
う
言
わ
ば

彼

の
理
論
と
実
践
に
お
け
る
逃
げ
場
が
無
く
な

っ
た
今
、
〈当
為
〉
の
論
理
と

〈存
在
〉
の
論
理
を
和
解
さ
せ
る
道
は
、
あ
く
ま
で
も
当

時

の
イ
ギ
リ
ス
の
政
治
的
現
実
と
の
関
連
で
模
索
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
就
中
注
目
す
べ
き
は
、
彼

が
こ
こ
に
お
い
て
も
、
自

ら
の
思
想
を
政
治
的
現
実
に
適
用
す
る
際
に
、
古
典
的
共
和
主
義
の
議
論
に
依
拠
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。

以
下
、
こ
の
時
期
に
彼
が

発
表
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『暴
か
れ
た
プ

ロ
ッ
ト
』
の
議
論
を
整
理
し

つ
つ
、
こ
う
し
た
彼
の
思
想
的
営
為

を
再
構
成
し
て
み
よ
う
。

一
七
九
五
年
十
二
月
に
出
版
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

『暴
か
れ
た
プ

ロ
ッ
ト
-

あ
る
い
は
政
府

の
背
信
行
為
に
抗
す
る
た
め
の
人

民

へ
の
呼
び
掛
け
』
は
、
同
年
の
十

一
月
の
末

の
講
演

『二

つ
の
法
案
に
つ
い
て
』
を
基

に
し
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い

る

「
二
つ
の
法
案
」
と
は
、
十
月
の
イ
ズ
リ

ン
グ
ト
ン
で
の
大
規
模
な
政
治
集
会
の
開
催
や
馬
車
で
移
動
中

の
国
王
が
襲
撃
さ
れ
た
事

件
等
を
き

っ
か
け
と
し
て
十

一
月
初
頭
に
議
会

に
提
出
さ
れ
た
二
つ
の
法
案
-

グ

レ
ン
ヴ
ィ
ル
が
貴
族
院

に
提
出
し
た
反
逆
罪
法
案

t
h
e
 
T
r
e
a
s
o
n
 
B
i
l
l

と
ピ
ッ
ト
が
庶
民
院
に
提
出
し
た
結
社
禁
止
法
案
 
t
h
e
 
C
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 
B
i
l
l
-

を
指

し
て
い
る
。
そ
し
て

「反

逆
や
動
乱
教
唆
に
対
す
る
国
王
と
政
府
の
安
全
と
保
護
」
お
よ
び

「
動
乱
を
教
唆
す
る
集
会
や
結
社
を
よ
り
効
果
的
に
阻
止
す
る
こ
と
」

を
名
目
と
し
た
こ
れ
ら

の
法
案
は
、
反
逆
や
動
乱
教
唆

の
定
義
を
拡
大
解
釈
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
反
政
府
運

動
を
封
じ
込
め
、
政
治
集

会
や
請
願
活
動
を
各
地
域

の
治
安
判
事
等

の
統
制
下
に
置
く
等
、
明
ら
か
に
当
時
の
急
進
派
勢
力
に
対
す
る
弾
圧
の

一
環
を
な
す
も
の

で
あ

っ
た

(
C
C
,
Ⅰ
：
2
5
8
)。



『暴
か
れ
た
プ

ロ
ッ
ト
』
に
お
い
て
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
こ
の
二
つ
の
法
案
を

「政
府
の
背
信
行
為
 
M
i
n
i
s
t
e
r
i
a
l
 
T
r
e
a
s
o
n

」
で
あ
る

と
見
做
し
、
こ
れ
を
批
判

の
俎
上

に
上
す
。
但
し
、
見
逃
し
て
な
ら
な
い
の
は
、
彼
が
そ
の
際
、
こ
の
二
つ
の
法
案
を
イ
ギ
リ

ス
の
国

制
の
本
来
の
在
り
方
か
ら
の
逸
脱
と
捉
え
た
上
で
、
批
判
を
展
開
し
て
い
る
点

で
あ
ろ
う
。
ミ
ラ
ー
や

モ
ロ
ウ
が
指
摘
す
る
様
に
、
先

ず
国
制
の
本
来
的
な
在
り
方
を
論
じ
、
そ
の
上
で
現
体
制
を
そ
こ
か
ら
の
逸
脱
と
し
て
批
判
し
て
い
る
点

に
お
い
て
、

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ

は
明
ら
か
に

一
八
世
紀
の
ネ
オ

･
ハ
リ
ン
ト

ニ
ア
ン
の
カ
ン
ト
リ

･
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
-

土
地
財
産
に
よ

っ
て
道
徳
的
自
律
を
確
保
さ

れ
た
地
主
階
級
を
主
な
担

い
手
と
し
た
混
合
政
体
を

「古
来
の
国
制
」
と
し
て
理
想
視
す
る
信
念
体
系

ー

の
議
論
を
踏
襲
し
て
い
る
。

但
し
、
こ
こ
で
注
目
す

べ
き
は
、
彼
が
念
頭

に
置

い
て
い
た
の
が
、
混
合
政
体
を
理
想
的
国
制
の
最
終
形
態

と
し
て
で
は
な
く
更

に
優

れ
た
国
制

へ
の
過
渡
的
形
態
と
し
て
捉
え
る
ネ
オ

･
ハ
リ
ン
ト
ニ
ア
ン
左
派
の
代
表
的
論
客
J

･
バ
ー

(
J
a
m
e
s
 
B
u
r
g
h
,
1
7
1
4
-
7
5

)

の

『政
治
研
究
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
D
i
s
c
q
u
i
s
i
t
i
o
n
s

』

(
一
七
七
四
～
七
五
年
)
の
議
論

で
あ

っ
た
と

い
う
点
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
に
お
い
て
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
バ
ー
の
議
論
を
敷
衍
し

つ
つ
、
先
ず
、
国
制
の
あ
り
う
べ
き
全
て
の
形
態
を
①

「
人
民
に
よ
る
政

府
 
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 
b
y
 
t
h
e
 
p
e
o
p
l
e

」
②

「人
民
の
上
に
立

つ
政
府
 
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 
o
v
e
r
 
t
h
e
 
p
e
o
p
l
e
｣
お

よ
び
③

「
人
民
と
共

に
あ

る
政
府
 
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
 
w
i
t
h
 
t
h
e
 
p
e
o
p
l
e

」

の
三
種
類

に
分
類
し
て
い
る

(
C
C
,
Ⅰ
：
3
0
6
)。
す
な
わ
ち
①

「人
民
に
よ
る
政
府
」

と
は
民
主
政
体

の
こ
と
で
あ
り
、
②

「人
民
の
上
に
立

つ
政
府
」
と
は

「専
制
」
す
な
わ
ち

「
人
民
の

一
般
的
な
政
治
参
加
の
手
段
が

全
く
制
度
的
に
確
立
さ
れ
て
い
な

い
政
体
」
を
表
し
、
③

「人
民
と
共
に
あ
る
政
府
」
と
は
人
民
が
貴
族
お
よ
び
君
主
と
権
力
を
分
か

ち
合

っ
て
い
る
混
合
政
体
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
は
こ
の
③
混
合
政
体
を
、
②
専
制
か
ら
①

民
主
政
体

へ
と
向
か
う
途

上
に
あ
る

「過
渡
的
な
形
態
」
と
捉
え
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
の
国
制
が
ま
さ
に
こ
の
混
合
政
体
の
段
階
に
あ
る
と
主
張
す
る

(
C
C
,
Ⅰ
：

307ff）

。
こ
の
よ
う
に
混
合
政
体
を
、
専
ら
更
に
優
れ
た
民
主
政
体

へ
と
向
か
う
途
上
の
過
渡
的
形
態
に
す
ぎ
な
い
と
捉
え
て
い
る
点

に

お
い
て
、
バ
ー
＝

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
混
合
政
体
を
最
良
の
国
制
と
捉
え
て
い
た
ボ
リ
ン
グ
ブ

ル
ッ
ク

(
H
e
n
r
y
 
S
t
.
 
J
h
o
n
,
1
s
t
 
V
i
s
c
o
u
n
t
 

B
o
l
i
n
g
b
r
o
k
e
,
1
6
7
8
-
1
7
5
1

)
等
の
他

の
ネ
オ
･
ハ
リ
ン
ト

ニ
ア
ン
と
は

一
線
を
画
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
後
者
に
と

っ
て
混
合
政
体
が



理
想
的
な

「古
来
の
国
制
」
と
し
て
懐
古
的
な
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
の
対
象
で
あ

っ
た
の
に
対
し
て
、

バ
ー
＝

コ
ー

ル
リ
ッ
ジ
に
と
っ

て
混

合
政
体
は
、
よ
り
優
れ
た
理
想
的
政
体

へ
と
転
化
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
た
過
渡
的
な
国
制
に
ほ
か
な
ら

な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

な
ら
ば
イ
ギ
リ
ス
の
現
在
の
国
制
を

「
よ
り
良

い
も
の
」
す
な
わ
ち
第

一
の

「
人
民
に
よ
る
政
府
」

に
転
化

し
得
る
混
合
政
体

の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
と
は

一
体
何
か
。
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
ま
さ
に
言
論
の
自
由
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「言
論
の
自
由
　
T
h
e
 
L
i
b
e
r
t
y
 

o
f
 
t
h
e
 
P
r
e
s
s

(人
民
の
な
か
に
存
在
し
て
い
る
権
力
 
a
 
p
o
w
e
r
 
r
e
s
i
d
e
n
t
 
i
n
 
t
h
e
 
p
e
o
p
l
e

)
は
我
々
に
影
響

力
の
あ
る
主
権
を
も
た

ら
す
。
書
物
に
よ

っ
て
必
要
な
情
報
が
普
及
し
、
そ
の
情
報
に
よ

っ
て
公
論
t
h
e
 
p
u
b
l
i
c

が
形
成
さ
れ
る
だ

ろ
う
。
そ
し
て
請
願
権

に

よ

っ
て
公
論
は
表
明
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
最
初
は
お
と
な
し
い
子
供

の
様
な
小
さ
く
か
細

い
声
で
。
だ
が
、
ひ
と
た
び
権
力
の
座
に
あ
る

者
が
腐
敗
に
取
り
懸
か
れ
た
場
合
に
は
、
公
論
は
恐
ろ
し
い
巨
大
な
稲
妻
、
す
な
わ
ち
神

の
声
と
な
る
。
権

力
者
は
こ
れ
を
耳
に
し
な

い
わ
け
に
は
い
か
な

い
し
、
こ
れ
を
聞
い
て
従
わ
な
い
で
い
ら
れ
る
だ
け
の
勇
気
は
権
力
者
に
は
無
い
。
国
制
に
基
づ
い
て

一
般
意
志

t
h
e
 
g
e
n
e
r
a
l
 
w
i
l
l

を
表
現
し
、
議
会
の
寡
頭
政
を
屈
伏
さ
せ
る
無
制
約

の
権
利
-

こ
れ
こ
そ
が
我
々
の
自
由
を
形
成
す
る
の
だ
。
そ

し
て
こ
れ
こ
そ
が
我
々
の
国
制
を
専
制
か
ら
区
別
す
る
唯

一
つ
の
境
界
な
の
で
あ
る
」
(
C
C
,
Ⅰ
：
3
1
2
-
1
3

)
。

つ
ま
り
、
こ
こ
に
提
示

さ
れ
て
い
る

「言
論
」
に
よ
る

「情
報
」

の
普
及
と

』

般
意
志
」
＝

「神
の
声
」
と
し
て
の

「公
論
」
の
形
成
と
い
う
構
図
が
示
し

て
い
る
様

に
、
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
の

〈当
為
〉
の
論
理
を
現
実

に
媒
介
す
る
手
段
を
模
索
し
て
い
た

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
、
こ
こ
に

お
い
て
、
そ
れ
を
他
な
ら
ぬ

「言
論
」
に
見
出
す
に
至

っ
た
と
言

っ
て
よ

い
。
「専
制
」
(
＝
「人
民
の
上
に
立

つ
政
府
」
)
に
堕
落
す

る
危
険
性
を
絶
え
ず
孕
ん
で
い
る
過
渡
的
な
混
合
政
体

(
＝
「
人
民
と
共
に
あ
る
政
府
」
)
と
し
て
の
イ
ギ
リ

ス
の
当
時
の
国
制
を
、
あ

く
ま
で
も
そ
の
国
制
に
内
在
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
し
て
の

「言
論
」
に
依
り
つ
つ
、
理
想
的
な
民
主
政
体

(
＝
「人
民
に
よ
る
政
府
」
)

へ
と
転
化
さ
せ
る
こ
と
。
-

職
業
的
批
評
家
の
道
を
選
択
し
た

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
関
心
は
、
ま
さ
に
こ
こ
に
存
し
た
。
「言
論
に
よ
る

極
め
て
迅
速

か
つ
自
由
な

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
-

こ
れ
に
よ

っ
て
国
民
の
全
体
が
、
熱
意

に
溢
れ
つ
つ
も
決
し
て
無
秩
序

に
は
陥

ら
な
い

一
つ
の
巨
大
な
評
議
会
　
S
e
n
a
t
e
　

と
な
る
。
請
願
　
p
e
t
i
t
o
n
　

(ミ
ル
ト
ン
が
言
う
よ
う
に
こ
の
言
葉
は
請
求
　
r
e
q
u
i
r
i
n
g
　

を
意
味



す
る
良
き
古
語

で
あ
る
)
す
る
た
め
に
共
に
集
う
権
利
に
よ

っ
て
、
こ
の
評
議
会
の
決
定
は
法
的
な
形
式
を
持

つ
も
の
と
し
て
実
現
し
、

政
府
の
行
政
部
門
す
な
わ
ち
議
会

へ
と
移
さ
れ
る
」
。
だ
が

「現
在
提
出
さ
れ
て
い
る
法
案
は
ま
さ
に
こ
の
権
利
を
踏
み
躙
る
も
の
に

ほ
か
な
ら
な

い
」
云
々

(
C
C
,
Ⅰ
：
3
1
3
)。

だ
が
、
彼

の
論
じ
て
い
る
理
想
的
政
体
と
し
て
の

「人
民
に
よ
る
政
府
」
と
は
-

換
言
す
れ
ば

「言
論

」
に
よ

っ
て
現
実

に
媒
介

さ
れ
た
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
と
は
-

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。
残
念
な
が
ら

『暴

か
れ
た
プ

ロ
ッ
ト
』
を
読

む
か
ぎ
り
、
こ
う
し
た

「言
論
」
を
梃
子
に
し
て
混
合
政
体
が
そ
こ
へ
向

か
う
と
こ
ろ
の
理
想
的
な
民
主
政

体
す
な
わ
ち

「
人
民
に
よ

る
政
府
」

の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、

コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
は
全
く
議
論
を
展
開
し
て
い
な
い
。
ミ
ラ
ー
の
詳

細
な
分
析
が
示
し
て
い
る

様
に
、

コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
が
こ
こ
で
種
本
と
し
て
用

い
て
い
る

『政
治
研
究
』
の
著
者

バ
ー
な
ら
ば
、

一
方

に
或
る
種

の

「
具
現
的
公
共

性
」
を
特
徴
と
す
る
地
主
階
級
と
い
う
少
数
者
、
他
方

に
少
数
者
に
対
し
て
敬
意

に
満
ち
た
自
発
的

「黙
従
 
D
e
f
e
r
e
n
c
e

」
を
示
す
多

数
者
を
設
定
し
た
上
で
、
前
者
に
よ
る

「適
切
な
代
表
制
」

に
よ

っ
て
両
者
の
利
害
が
調
和
し
得
る
と
す
る
伝
統
的
な
ナ
チ

ュ
ラ
ル

.

ア
リ
ス
ト
ク
ラ
シ
ー
の
議
論
を
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
述
べ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
そ
れ
に
対
し
、

コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
は
地
主
階
級
が
そ
の
よ

う
な
公
共
精
神
を
持
ち
得
る
と
い
う
発
想
を
持

っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
ミ
ラ
ー
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
バ
ー
に
と

っ
て
理
想
的
政
体
た
る

「人
民

に
よ
る
政
府
」
の
モ
デ
ル
は
-

彼
の
過
去
の
国
制
に
対
す
る
両
価
的
な
評
価
に
も
か
か
わ
ら
ず
-

結
局
の
と
こ
ろ
、
地
主

階
級
が
理
想
的
な

「具
現
的
公
共
性
」
を
発
揮
し
得
て
い
た
と
さ
れ
る
過
去

に
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、

コ
ー
ル

リ
ッ
ジ
は
、
恐
ら
く
は
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
を
念
頭
に
置
き

つ
つ
、
「人
民
に
よ
る
政
府
」
を
、
ま
さ
に
未
だ
か
つ
て
実
現
さ
れ
た
こ

と
の
無

い

「
人
々
を
必
然
的
に
有
徳

に
す
る
」

ユ
ー
ト
ピ
ア
と
し
て
理
解
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
前
者
の
議
論
が
美
し
い
過
去
と

い

う
-

た
と
え
単
な
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
の
対
象

に
す
ぎ
な
い
に
せ
よ
-

具
体
的
な
基
盤
を
持

っ
て
い
た
の

に
対
し
、

コ
ー
ル
リ

ッ
ジ

の
議
論
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
代
議
制
の
発
達

に
対
す
る
彼
な
り
の
期
待

(
C
C
,
Ⅰ
：
3
0
6
-
7

)
、
政
治
的

ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の

「
言
論
」
に
対
す
る
無
邪
気
と
言

っ
て
良

い
ほ
ど
の
信
頼
、
そ
し
て

〈当
為
〉

と

〈存
在
〉
が

一
致
し
得



る
は
ず
だ
と
い
う
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
計
画
以
来
の
オ
プ

テ
ィ
ミ
ズ
ム
以
外

に
確
固
た
る
根
拠
を
持

つ
も
の

で
は
決
し
て
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
さ
に
そ
れ
故
に
、
職
業
的
批
評
家
と
し
て
の
彼

の
挫
折
は
極
め
て
あ

っ
け
な
く
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「言
論
」

へ
の
期
待

か
ら
着
手
し
た
定
期
講
読
誌

『ウ
ォ
ッ
チ

マ
ン
』

の
経
済
的
失
敗
に
よ
る
廃
刊
、
そ
し
て
帝
国
主
義
政
策

に
着

手
し
た
フ
ラ
ン
ス
政
府

に
対
す
る
幻
滅

(
C
C
,
Ⅰ
Ⅰ
：
2
6
9
f
）

は
、
当
時

の
書
簡
が
明
ら
か
に
示
す
様

に

(
C
L
,
Ⅰ
：
2
4
1
,
2
4
7
,
2
7
5
,
2
6
8
-
9

)
、
九
六
年

の
半
ば

頃
か
ら
、
彼
を
し
て
政
治
活
動
か
ら
宗
教
的
瞑
想

へ
と
完
全

に
隠
遁
せ
し
め
て
し
ま
う
。

だ
が
、
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
計
画
の
座
礁
に
す
ら
動
じ
る
こ
と
の
無

か
っ
た
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
が
、

一
体
こ
の
時
期
に
何
故
、
そ
の

よ
う
な
意
気
沮
喪
状
態

に
陥

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
書
簡
等
か
ら
察
す
る
に
、
我
々
は
彼
の
こ
の

「実
存

の
危
機
」
の
核
心
を
恐
ら
く

は
次

の
様
に
再
構
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
-

パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ
シ
ー
計
画
の
座
礁
は
、

一
見
し

た
と
こ
ろ
で
は
、
彼
の

オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

「必
然
論
」
を
揺

る
が
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
例
え
ば
離
反
し
た
サ
ウ
ジ

ー
宛
て
の
書
簡
が
示
唆

し
て
い
る
様
に
、
彼
は
少
し
ず

つ
、
自
分
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

「必
然
論
」
に
疑
問
を
抱
き
始
め
る

(
C
L
,
Ⅰ
：
1
5
9
,
1
6
8

)
。

恐
ら
く
彼
は
、
こ
う
し
た
苦
況
の
中

で
、
自
ら
の
思
想
的
基
盤
で
あ

っ
た
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
と
し
て
の
信
仰
と
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な

「
必
然
論
」
に
つ
い
て
、
か
な
り
の
思
索
を
強
い
ら
れ
た
に
違

い
な
い
。
そ
し
て
彼
は
、
そ
の
よ
う
な
苦
況

の
中
で
、
つ
い
に
プ
リ

ー
ス
ト
リ
の
汎
神
論
的
な

「
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
唯
物
論
」
の
無
神
論
的
な
性
格
に
気
付
き
、
自
ら
の
ユ
ニ
テ
リ
ア

ン
と
し
て
の
信
仰
そ
の

も
の
に
懐
疑
を
抱
く
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
「プ
リ
ー
ス
ト
リ
博
士
が
無
神
論
者
で
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
点
に
お
い
て

な
の
だ
ろ
う
か
?
三
つ
の
箇
所
に
お
い
て
彼
は
神
が
全
て
を
な
す
と
主
張
す
る
と
同
時

に
、
神
が
全
て
で
あ
る
と
も
主
張
し
て
い
る
。

だ
が
、
仮

に
神
が
全

て
の
も
の
で
あ
る
な
ら
、
全

て
の
も
の
が
神
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
無
神
論
者
の
主
張

で
は
な

い
か
。
喰

い
、
飲
み
、
世
俗
的
な
欲
望
を
持
ち
、
し
か
も
意
識

の
統

一
性
を
全
く
欠

い
て
い
る
神
-

彼

の
哲
学
か
ら
は
こ
う

し
た
発
想
が
必
然
的

に
生
じ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
」

(
C
L
,
Ⅰ
：
1
9
2
f

)
。
無
論
、
我

々
は
、
彼
の
ネ
ザ

･
ス
ト
ウ
ィ

ヘ
の
隠
遁
の



背
景

に
経
済
的
な
失
敗
や
政
治
的
な
挫
折
が
あ

っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
プ
リ
ー
ス
ト
リ
＝

ハ
ー
ト
リ

的
な
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
の
解
体
こ
そ
は
、
恐
ら
く
こ
の
時
期
の
彼

の

「実
存

の
危
機
」

の
核
心
で
は
な
か

っ
た
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
九

八
年

に
発
表
さ
れ
た
詩
作
品

「
フ
ラ
ン
ス
 
F
r
a
n
c
e
：
A
n
 
O
d
e

」

(原
題
は

「撤
回
 
R
e
c
a
n
t
a
t
i
o
n
:
a
n
 
O
d
e

」)
の
次

の

一
節
は
こ
う

し
た
彼
の
失
意
が
、
単
な
る
現
実
政
治

へ
の
失
望
で
は
な
く
、
彼
の
思
想
の
核
心
に
あ

っ
た
パ
ン
テ
ィ
ソ
ク
ラ

シ
ー
計
画
以
来
の

〈
当

為
〉
と

〈
存
在
〉
の
調
和
的

一
致
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
そ
の
も
の
に
対
す
る
絶
望
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
「鳴
呼

[神

々

し
い
]
自
由
よ
。
私
は
あ
な
た
を
求
め
て
、
長

い
間
、
疲
れ
喘
ぎ
な
が
ら
、
虚
し
い
努
力
を
続
け
た
。
だ
が
、
あ
な
た
は
、
勝
者
を
讃

え
る
歌
を
高
ら
か
に
響
か
せ
て
は
く
れ
な
か

っ
た
し
、
人
間

の
力
の
諸
形
態

に
、
あ
な
た
の
そ
の
魂
を
、
吹

き
込
む
こ
と
す
ら
し
て
は

く
れ
な
か
っ
た
」

(
P
W
:
2
4
7
＝
邦
訳

一
〇
七
～
八
頁
)。
敢
え
て
言
う
な
ら
ば
、
ま
さ
に
こ
こ
に
お
い
て
、
〈当

為
〉
と
し
て
の

「
[神
々

し

い
 
D
i
v
i
n
e
s
t
]

自

由
 
L
i
b
e
r
t
y

」

と

〈
存

在

〉

と

し

て

の

「
人

間

の
力

の
諸

形

態

」

は
決

定

的

に
乖

離

す

る

に
至

っ
た

。

そ

し

て

〈
当

為

〉

と

〈
存

在

〉

の

「
必

然

的

」

予

定

調

和

の
解

体

は
、

彼

の
初

期

政

治

思

想

の
解

体

を

も
導

か
ず

に

は

お

か

な

か

っ
た

の

で
あ

る
。

註

(
1
)

(
C
f
.
)
M
i
l
l
e
r
[
1
9
8
7

]
C
h
.
3
.
,
M
o
r
r
o
w
[
1
9
9
0

]
p
.
3
2
f
f
.

(
2
)

以

下
、

コ
ー

ル
リ

ッ
ジ

に
バ

ー
が
及

ぼ

し
た
影

響

と

バ
ー

の

『政

治
研

究
』

の
分

析

に
関

し

て
は
専

ら
M
i
l
l
e
r[
1
9
8
7
]
C
h
.
3
.

の
議

論

に
依
拠

す

る
。
本

稿
作

成

の
段

階

で
は
残

念

な
が

ら

バ
ー
の

『政

治
研

究
』

を
検

討
す

る
こ
と
が

で
き
な

か

っ
た

。
以
後

の
課

題
と

し
た

い
。

(3
)

(
C
f
.
)
H
a
m
p
s
h
e
r
-
M
o
n
k
[
1
9
7
9

]
p
.
7
0
f
f
.

(4
)

ハ
ー
バ

ー

マ
ス
[
一

九
七

三
]

一
五
～

二
六
頁

の
議
論

を
参

照

。

(
5
)

こ

の
問
題

に
関

し

て
は
P
o
c
o
c
k[
1
9
7
6
]
が
有

益

で
あ
る
。

尚
、

こ

の
論
文

に
は
吉

瀬

征
輔

氏

に
よ
る
紹
介

(吉

瀬
[
一

九
九
一
]

三



八

六
頁

以
下

)
が

あ

る
。

(6
)
M
i
l
l
e
r
[
1
9
8
7
]
p
.
7
7
f
f
.

(7
)

(
C
f
.
)
H
o
l
m
e
s
[
1
9
8
9

]
p
.
1
1
9
f
.
,
M
i
l
l
e
r
[
1
9
8
7
]
p
.
1
4
f
f
.

(
8
)

コ
ー

ル
リ

ッ
ジ

の

ユ

ニ
テ
リ
ア

ン
と
し

て

の
信

仰
、

懐
疑

、

及
び
ト
リ

ニ
タ
リ
ア

ン

ヘ
の
改

宗

に

つ
い
て
は
W
i
l
l
e
y
[
1
9
7
1
b

]

を
参

照

。

(
9
)
M
i
l
l
e
r
[
1
9
8
7
]
p
.
2
3
f
.

も
同
様

の
指

摘

を

行
な

っ
て

い
る
。

む

す

び

に

か

え

て

以

上

、

極

め

て

不

十

分

な

形

で

は

あ

っ
た

が

、

我

々

は
初

期

コ
ー

ル
リ

ッ
ジ

の
政

治

思

想

の

内

的

構

造

を

、

そ

こ

に
混

在

す

る

二

つ

の
契
機
-

汎
神
論
を
神
学
的
背
景
と
し
た
客
観
主
義
的

〈存
在
〉
の
論
理
と
超
越
神
論
を
背
景
と
し
た
主
観
主
義
的

〈当
為
〉
の
論

理
-

に
着
目
し

つ
つ
、
内
在
的
に
再
構
成
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
た
。
顧
み
る
な
ら
ば
、
本
稿

に
お
い
て
我
々
が
辿

っ
て
き
た
彼
の

初
期
思
想

の
歩
み
は
、
彼
が
ゴ
ド
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
と
の
対
決
の
中

で
プ
リ
ー
ス
ト
リ
や

ハ
ー
ト
リ
を
咀
嚼
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
得
た
オ
プ

テ
ィ
ミ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

「必
然
論
」
が
、
古
典
的
共
和
主
義

の
議
論
に
依
拠
し
た
政
治
と
プ

ロ
パ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
思
索

の
中
で
、
そ
の

中

に
混
在
し
て
い
た

〈存
在
〉
の
論
理
と

〈当
為
〉
の
論
理

の
対
立
を
し
て
徐
々
に
顕
在
化

･
問
題
化
せ
し
め
、

つ
い
に
は
両
者

の
乖

離
を
決
定
的
な
も
の
に
し
、
結
果
的

に
彼
の
政
治
思
想
そ
の
も
の
を
解
体

へ
と
導

い
て
い
っ
た
過
程
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
彼
は

一
七
九
六
年
以
降
の

「実
存

の
危
機
」

の
中
で
、
プ
リ
ー
ス
ト
リ
や

ハ
ー
ト
リ
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ス
テ

ィ
ッ
ク
な
汎
神
論
的

「必
然
論
」
お
よ
び

ユ
ニ
テ
リ
ア

ニ
ズ
ム
に
対
し
て
批
判
的
な
姿
勢
を
示
し
始
め
る

(
C
L
,
Ⅰ
：
1
6
8
,
1
9
2
,
4
8
2
,

Ⅱ
：
7
0
6

)
。
そ
し
て
彼
は
、
ド
イ
ツ
留
学
と
カ
ン
ト
研
究
を
通
じ
て
二
元
論
的
な
世
界
観
を
学
ぶ

一
方
で
、

一
八
〇
六
年
秋
に
は
、
三

位

一
体
や
贖
罪
お
よ
び
原
罪
を
認
め
る
ト
リ

ニ
タ
リ
ア
ン
に
改
宗
し
、

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
特
有
の
人
間
本
性

の
自
然
的
善
性
に
対
す
る
オ



プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
を
放
棄
す
る
に
至
る

(
C
L
,
Ⅱ
：
1
1
9
3
f
f

)
。
残
念
な
が
ら
、

こ
う
し
た
彼
の
神
学
と
認
識
論
に
お
け
る
大
き
な
転
換

を
、
彼
の
政
治
思
想
と
の
関
連
で
詳
細
に
展
開
す
る
こ
と
は
、
本
稿

の
範
囲
を
越
え
て
い
る
。
だ
が
、
本
稿

で
扱

っ
た
問
題
と
の
関
連

で
、
若
干

の
展
望
を
示
し
て
お
く
な
ら
ば
、
注
目
す
べ
き
は
、
『
フ
レ
ン
ド
』
誌

(
一
八
〇
九
～

一
〇
年
)
に
お
け
る
政
治
の
道
徳
か
ら

の
分
離

･
自
律
化

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
そ
こ
に
お
い
て
、
政
治
か
ら
完
全
に
道
徳
的
な
意
味
を
取

り
除

い
て
し
ま
お
う
と
す

る
W

･
ペ
イ
リ
ー

(
W
i
l
l
i
a
m
 
P
a
l
e
y
,
1
7
4
3
-
1
8
0
5

)
等
を
批
判
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

一
方
で
、
政
治
を
宗
教
的
な
道
徳
と
同

一
視

す
る
W

･
コ
ベ
ッ
ト

(
W
i
l
l
i
a
m
 
C
o
b
e
t
t
,
1
7
6
3
-
1
8
3
5

)
等
に
対
し
て
も
批
判
を
加
え
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
議
論
を
通
じ
て
、
彼

は
政
治
か
ら
道
徳
的
要
素
を
完
全
に
取
り
除
く
こ
と
な
く
、
か
つ
、
政
治
を
あ
く
ま
で
も
宗
教
的
な
道
徳
か
ら
は
自
律
し
た
人
間
独
自

の
活
動
と
し
て
積
極
的
に
捉
え
る
視
点
を
提
示
し
て
い
る

(
C
C
,
Ⅳ
-
ⅱ
：
9
8
f
f
,
1
2
3
f
f

)
。
我
々
は
、
こ
う

し
た
道
徳
と
政
治
の
分
離

の
背
景
に
、
「実
存

の
危
機
」
以
後
、
徐
々
に
深
め
ら
れ
て
い
っ
た

〈当
為
〉
と

〈存
在
〉
の
二
元
論
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
し
、
更

に
こ
う
し
た
政
治
観
成
立
の
背
景

に
は
、
政
治
と
プ

ロ
パ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
古
典
的
共
和
主
義
の
議
論
の
影
響
を
看
取
す
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
我
々
は
、
彼
の
初
期
政
治
思
想
の
解
体
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
既
に
以
後

の
彼
の
中
期

政
治
思
想

の
成
立
の
現
場

に
立
ち
会

っ
て
い
る
と
言

っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
。

無
論
、
こ
う
し
た
見
通
し
は
、
彼
の
初
期
政
治
思
想
を
素
描
し
た
に
す
ぎ
な
い
現
段
階
で
は
、
憶
測
の
域

を
出
る
も
の
で
は
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
ブ
リ
ス
ト
ル
講
演

に
以
後
の
彼

の
政
治
思
想
の
方
向
性
を
決
定
す
る
何
か
を
見
出
そ
う
と
す
る
試
み
は
、
必
ず

し
も
無
益
で
は
な
い
は
ず

で
あ
る
。
さ
し
あ
た

っ
て
我
々
は
本
稿
に
お
い
て
、
彼
の
初
期
思
想
の
展
開
を

〈当

為
〉
の
論
理
と

〈存
在
〉

の
論
理
の

〈
混
在
↓
乖
離
〉
と
し
て
捉
え
た
。
我
々
は
次
の
課
題
と
し
て
、
こ
の
両
者

の
乖
離
が
彼

の
そ
の
後

の
思
索

に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
展
開
を
見
せ
た
か
を
、
彼
の
政
治
観
と
の
関
連
で
辿
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
無
論
、
こ
の
作
業
に
関
し
て
は
、
稿
を
改
め
て

行
な
う
こ
と
に
し
た
い
。



註

(1
)

(
C
f
.
)
W
i
l
l
e
y
[
1
9
7
1
b

]
.

(2
)

(
C
f
.
)
M
o
r
r
o
w
[
1
9
9
0

]
C
h
.
3
.
,
C
o
l
e
m
a
n
[
1
9
8
8

]
.

文
献

一
覧

《
コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
の
著
作
》

本
稿

に
お
い
て
コ
ー
ル
リ

ッ
ジ

の
著
作
か
ら
の
引
用
は
次
の
文
献
に
依
拠
し
、
引
用
に
際
し
て
は
、

(略
号
、
巻
数
：

頁
数
)
の
み

を
示
す
。C
C
=
K
a
t
h
l
e
e
n
 
C
o
b
u
r
n
,
e
t
 
a
l
.
(
e
d
s
.
)
,
T
h
e
 
C
o
l
l
e
c
t
e
d
 
W
o
r
k
s
 
o
f
 
S
a
m
u
e
l
 
T
a
y
l
o
r
 
C
o
l
e
r
i
d
g
e
,
L
o
n
d
o
n
&
p
r
i
n
c
e
t
o
n
,

N.J.:Routledge&Kegan Paul,

。
1
9
6
9
-.

CL=E.L.Griggs

(
e
d
.)
,
C
o
l
l
e
c
t
e
d
 
L
e
t
t
e
r
s
 
o
f
 
S
a
m
u
e
l
 
T
a
y
l
o
r
 
C
o
l
e
r
i
d
g
e
,
6
 
v
o
l
s
,
O
x
f
o
r
d
,
1
9
5
6

-
7
1
.

PW=Ernest Hartley Coleridge

(
e
d
.
)
,
C
o
l
e
r
i
d
g
e
:
P
o
e
t
i
c
a
l
 
W
o
r
k
s
,
O
x
f
o
r
d
,
1
9
1
2
.

尚
、
邦
訳

の
あ
る
も
の
に
関
し
て
は
次
を
参
照
し
、
引
用

に
際
し
て
は
頁
数
を
並
記
し
た
。
但
し
、
訳
文
は
必
ず
し
も
同

一
で
は
な

い
。桂

田
利
吉
訳

『文
学
評
伝
』
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
七
六
年
。

斎
藤
勇

･
大
和
資
雄
訳

『
コ
ウ
ル
リ
ッ
ヂ
詩
選
』
岩
波
文
庫
、

一
九
五
五
年
。

《外
国
語
文
献
》

Allen,Peter[1985

]
“
S
.
T
.
C
o
l
e
r
i
d
g
e
'
s
 
C
h
u
r
c
h
 
a
n
d
 
S
t
a
t
e
 
a
n
d
 
t
h
e
 
I
d
e
a
 
o
f
 
a
n
 
I
n
t
e
l
l
e
c
t
u
a
l
 
E
s
t
a
b
l
i
s
h
m
e
n
t
”
J
o
u
r
n
a
l



o
f
 
t
h
e
 
H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 
I
d
e
a
s
,
4
6
.
-
［
1
9
8
9
］
“
M
o
r
r
o
w
 
o
n
 
C
o
l
e
r
i
d
g
e
'
s
 
C
h
u
r
c
h
 
a
n
d
 
S
t
a
t
e
”
,
J
o
u
r
n
a
l
 
o
f
 
t
h
e
 
H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 
I
d
e
a
s
,
5
0
.
B
a
i
l
y
n
,
 
B
e
r
n
a
r
d
［
1
9
6
7
］
T
h
e
 
I
d
e
o
l
o
g
i
c
a
l
 
O
r
i
g
i
n
s
 
o
f
 
t
h
e
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
,
C
a
m
b
r
i
d
g
e
,
M
a
s
s
.
:
B
e
l
k
n
a
p
P
r
e
s
s
.
-
［
1
9
6
7
］
T
h
e
 
O
r
i
g
i
n
s
 
o
f
 
t
h
e
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
P
o
l
i
t
i
c
s
,
N
e
w
 
Y
o
r
k
:
A
l
f
r
e
d
 
A
.
K
n
o
p
f
,
I
n
c

(邦
訳

『
ア
メ
リ
カ
政
治
の

起
源
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
五
年
。
)

Brinton,Crane［1926

]
T
h
e
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
I
d
e
a
s
 
o
f
 
t
h
e
 
E
n
g
l
i
s
h
 
R
o
m
a
n
t
i
c
i
s
t
s
,
O
x
f
o
r
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
.

C
a
l
l
e
o
,
D
a
v
i
d
,
O

.
［
1
9
6
6]
C
o
l
e
r
o
d
g
e
 
a
n
d
 
t
h
e
 
I
d
e
a
 
o
f
 
t
h
e
 
M
o
d
e
r
n
 
S
t
a
t
e
,
Y
a
l
e
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
.

Clark,J.C.D.［1985

]
E
n
g
l
i
s
h
 
S
o
c
i
e
t
y
 
1
6
8
8
-
1
8
3
2
,
C
a
m
b
r
i
d
g
e
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
.

Coleman,Deirdre［1988

]
C
o
l
e
r
i
d
g
e
 
a
n
d
 
T
h
e
 
F
r
i
e
n
d
(
1
8
0
9
-
1
8
1
0
)
,
O
x
f
o
r
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
.

Colemer,Jhon［1959

]
C
o
l
e
r
i
d
g
e
:
C
r
i
t
i
c
 
o
f
 
S
o
c
i
e
t
y
,
O
x
f
o
r
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s

,

-［1971

]
“
C
o
l
e
r
i
d
g
e
 
a
n
d
 
P
o
l
i
t
i
c
s
”
,
R
.
L
.
B
r
e
t
t

(
e
d
.
)
,
S
.
T
.
C
o
l
e
r
i
d
g
e
,
L
o
n
d
o
n
:
G
.
B
e
l
l
&
S
o
n
s
.

Diamond,Wm.Craig［1978

]
“
N
a
t
u
r
a
l
 
P
h
i
l
o
s
o
p
h
y
 
i
n
 
H
a
r
r
i
n
g
t
o
n
'
s
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
T
h
o
u
g
h
t
”
,
J
o
u
r
n
a
l
 
o
f
 
t
h
e
 
H
i
s
t
o
r
y

 
o
f
 
P
h
i
l
o
s
o
p
h
y
,
1
6
.

Godwin,William［1985

]
I
s
a
a
c
 
K
r
a
m
n
i
c
k(
e
d
.
)
,
E
n
q
u
i
r
y
 
C
o
n
c
e
r
n
i
n
g
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
J
u
s
t
i
c
e
,

(
1
s
t
 
P
u
b
l
i
s
h
e
d
 
1
7
9
3

)P
e
n
g
u
i
n
 
B
o
o
k
s
.

H
a
m
p
s
h
e
r
-
M
o
n
k
,
I
a
i
n
［
1
9
7
9
］
“
C
i
v
i
c
　
H
u
m
a
n
i
s
m
 
a
n
d
 
P
a
r
l
i
a
m
e
n
t
a
r
y
 
R
e
f
o
r
m
:
T
h
e
 
C
a
s
e
 
o
f
 
t
h
e
 
S
o
c
i
e
t
y
 
o
f
 
t
h
e
 

F
r
i
e
n
d
s
 
o
f
 
t
h
e
 
P
e
o
p
l
e
”
,
J
o
u
r
n
a
l
 
o
f
 
B
r
i
t
i
s
h
 
S
t
u
d
i
e
s
,
1
8
.

Hartley,David［1976

］
O
b
s
e
r
v
a
t
i
o
n
s
 
o
n
 
M
a
n
:
H
i
s
 
F
r
a
m
e
,
H
i
s
 
D
u
t
y
,
A
n
d
 
H
i
s
 
E
x
p
e
c
t
a
t
i
o
n
s
(
1
7
4
9
)
,
T
w
o
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]
“
C
o
l
e
r
i
d
g
e
,
H
a
r
t
l
e
y
 
a
n
d
 
t
h
e
 
M
y
s
t
i
c
s
”
,
J
o
u
r
n
a
l
 
o
f
 
t
h
e
 
H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 
I
d
e
a
s
,
2
0
.

Holmes,Richard［1989

］
C
o
l
e
r
i
d
g
e
:
E
a
r
l
y
 
V
i
s
i
o
n
s
,
P
e
n
g
u
i
n
 
B
o
o
k
s
.

-［1982

］
C
o
l
e
r
i
d
g
e
,
O
x
f
o
r
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
.

Kramnick,Isaac［1985

］
“
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
”
,
i
n
 
G
o
d
w
i
n
［
1
9
8
5

］

Mann,P.［1971

]
“
S
i
x
 
L
e
c
t
u
r
e
s
 
o
n
 
R
e
v
e
a
l
e
d
 
R
e
l
i
g
i
o
n
,
i
t
s
 
C
o
r
r
u
p
t
i
o
n
s
 
a
n
d
 
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
V
i
e
w
s
”
（
E
d
i
t
o
r
'
s
 
I
n
t
r
o
d
u
c

-t
i
o
n
 
Ⅱ
）
,
C
C
,
Ⅰ
.

M
i
l
l
e
r
,
J
r
.
,
J
h
o
n
 
T
.
［
1
9
8
7
］
I
d
e
o
l
o
g
y
 
a
n
d
 
E
n
l
i
g
h
t
e
n
m
e
n
t
,
G
a
r
l
a
n
d
 
P
u
b
l
i
s
h
i
n
g
,
I
n
c
.

Morrow,Jhon［1986

］
“
T
h
e
 
N
a
t
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o
n
a
l
 
C
h
u
r
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o
l
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i
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o
u
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4
7
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]
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o
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o
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l
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g
h
t
,
M
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c
m
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l
l
a
n
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Muirhead,Jhon H.
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9
3
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o
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P
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L
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”
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C
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.

Patton,L.,&Mann,P.［1971
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u
r
i
n
g
 
a
n
d
 
P
o
l
i
t
i
c
s
”

(
E
d
i
t
o
r
'
s
 
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 
Ⅰ
）
,

C
C
,
Ⅰ
.

Perkins,Mary Anne［1994

]
C
o
l
e
r
i
d
g
e
'
s
 
P
h
i
l
o
s
o
p
h
y
:
T
h
e
 
L
o
g
o
s
 
a
s
 
U
n
i
f
y
i
n
g
 
P
r
i
n
c
i
p
l
e
,
O
x
f
o
r
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y

P
r
e
s
s
.



Piper,Herbert［1959

]
“
P
a
n
t
h
e
i
s
t
i
c
 
S
o
u
r
c
e
s
 
o
f
 
C
o
l
e
r
i
d
g
e
'
s
 
E
a
r
l
y
 
P
o
e
t
r
y
”
,
J
o
u
r
n
a
l
 
o
f
 
t
h
e
 
H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 
I
d
e
a
s
,
2
0
.

Pocock,J.G.A.［1975

]
T
h
e
 
M
a
c
h
a
v
e
l
l
i
a
n
 
M
o
m
e
n
t
,
P
r
i
n
c
e
t
o
n
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
.

-［1976

]
“
T
h
e
 
C
l
a
s
s
i
c
a
l
 
T
h
e
o
r
y
 
o
f
 
D
e
f
e
r
e
n
c
e
”
,
A
m
e
r
i
c
a
n
 
H
i
s
t
o
r
i
c
a
l
 
R
e
v
i
e
w
,
8
1
.

-［1983

]
“
C
a
m
b
r
i
d
g
e
 
P
a
r
a
d
i
g
s
 
a
n
d
 
S
c
o
t
t
i
s
h
 
P
h
i
l
o
s
o
p
h
e
r
s
”
,
I
s
t
e
v
a
n
 
H
o
n
t
 
a
n
d
 
M
i
c
h
a
e
l
 
I
g
n
a
t
i
e
f
f

(
e
d
s
.
)
.

W
e
a
l
t
h
 
a
n
d
 
V
i
r
t
u
e
,
C
a
m
b
r
i
d
g
e
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
.

(
邦

訳

『徳

と

富

』

未

来

社

、

一
九

九

〇

年

。
)

-

[
1
9
8
5
a
］
V
i
r
t
u
e
,
C
o
m
m
e
r
c
e
,
a
n
d
 
H
i
s
t
o
r
y
,
C
a
m
b
r
i
d
g
e
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
.

(邦

訳

『
徳

･
商

業

･
歴

史

』

み

す

ず

書

房

、

一
九

九

三
年

。
)

-［1985b

]
“
C
l
e
r
g
y
 
a
n
d
 
C
o
m
m
e
r
c
e
:
C
o
n
s
e
r
v
a
t
i
v
e
 
E
n
l
i
g
h
t
e
n
m
e
n
t
 
i
n
 
E
n
g
l
a
n
d
”
,
R
.
A
j
e
l
l
o

(
e
d
.
)
,
L
'
E
t
a
 
d
e
i
 

L
u
m
i
,
Ⅰ
,
N
a
p
l
e
s
.

-［1989a］Politics,Language&Time,

(
O
r
i
g
i
n
a
l
l
y
,
1
9
7
1

)
T
h
e
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
o
f
 
C
h
i
c
a
g
o
 
P
r
e
s
s
.

-［1989b

]
“
C
o
n
s
e
r
v
a
t
i
v
e
 
E
n
g
h
t
e
n
m
e
n
t
 
a
n
d
 
D
e
m
o
c
r
a
t
i
c
 
R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
s
:
T
h
e
 
A
m
e
r
i
c
a
n
 
a
n
d
 
F
r
e
n
c
h
 
C
a
s
e
s
 
i
n
 

B
r
i
t
i
s
h
 
P
e
r
s
p
e
c
t
i
v
e
”
,
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
&
O
p
p
o
s
i
t
i
o
n
,
2
4
-
1
.

(邦
訳

「
『保
守
的
啓
蒙
』
の
視
点
」

『思
想
』
第
七
八
二
号
、

一
九
八
九
年
、
八
月
。
)

Pollin,Burton R.［1970

]
“
J
h
o
n
 
T
h
e
l
w
a
l
l
'
s
 
M
a
r
g
i
n
a
l
i
a
 
i
n
 
a
 
C
o
p
y
 
o
f
 
C
o
l
e
r
i
d
g
e
'
s
 
B
i
o
g
r
a
p
h
i
a
 
L
i
t
e
r
a
r
i
a
”
,
B
u
l
l
e
t
i
n
 

o
f
 
t
h
e
 
N
e
w
 
Y
o
r
k
 
P
u
b
l
i
c
 
L
i
b
r
a
r
y
,
7
4
.

Purton,Valerie［1993

]
A
 
C
o
l
e
r
i
d
g
e
 
C
h
r
o
n
o
l
o
g
y
,
M
a
c
m
i
l
l
a
n
.
.

Robbins,Caroline［1968

]
T
h
e
 
E
i
g
h
t
e
e
n
t
h
-
C
e
n
t
u
r
y
 
C
o
m
m
o
n
w
e
a
l
t
h
m
a
n
,
H
a
r
v
a
r
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
.

Ryan,Alan

[
1
9
8
7
］
P
r
o
p
e
r
t
y
,
O
p
e
n
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
.

(邦
訳

『所
有
』
昭
和
堂
、

一
九
九
三
年
。
)

Venturi,Franco［1971］Utopia and Reform in the Enlightenment,Cambridge University Press.(

邦
訳

『啓
蒙
の



ユ
ー

ト

ピ

ア

と

改

革

』

み

す

ず

書

房

、

一
九

八

一
年

。
)

White,R.J.［1953

]
“
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
”
,
d
o

(
e
d
.)
,
P
o
l
i
t
i
c
a
l
 
T
r
a
c
t
s
 
o
f
 
W
o
r
d
s
w
o
r
t
h
,
C
o
l
e
r
i
d
g
e
 
a
n
d
 
S
h
e
l
l
e
y
,
C
a
m
b
r
i
d
-

g
e
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
.

Willey,Basil［1940

］
T
h
e
 
E
i
g
h
t
e
e
n
t
h
 
C
e
n
t
u
r
y
 
B
a
c
k
g
r
o
u
n
d
,
L
o
n
d
o
n
:
C
h
a
t
t
o
&
W
i
n
d
u
s
.

(邦
訳

『十
八
世
紀

の
自
然

思
想
』
み
す
ず
書
房
、

一
九
七
五
年
。)

-［1950

]
N
i
n
e
t
e
e
n
t
h
 
C
e
n
t
u
r
y
 
S
t
u
d
i
e
s
,
L
o
n
d
o
n
:
C
h
a
t
t
o
&
W
i
n
d
u
s
.

(邦
訳

『十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
思
想
』
み
す
ず
書

房
、

一
九
八
五
年
。
)-
［
1
9
7
1
a
］
S
a
m
u
e
l
 
T
a
y
l
o
r
 
C
o
l
e
r
i
d
g
e
,
N
e
w
 
Y
o
r
k
:
W
.
W
.
N
o
r
t
o
n
&
C
o
m
p
a
n
y
.

-［1971b

]
“
C
o
l
e
r
i
d
g
e
　
a
n
d
 
R
e
l
i
g
i
o
n
”
,
R
.
L
.
B
r
e
t
t

(
e
d.
)
,
S
.
T
.
C
o
l
e
r
i
d
g
e
,
L
o
n
d
o
n
:
G
.
B
e
l
l
&
S
o
n
s
.

Yolton,Jhon W.［1983

]
T
h
i
n
k
i
n
g
 
M
a
t
t
e
r
,
B
a
s
i
l
 
B
l
a
c
k
w
e
l
l
.

《
邦
語
文
献
》

有
賀
貞
［
一

九
八
八
]
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
革
命
史
研
究

の
展
開
」

『
ア
メ
リ
カ
革
命
』
東
京
大
学
出
版
会
。

岩
岡
中
正
［
一

九
九
〇
]
『詩

の
政
治
学
-

イ
ギ
リ
ス

･
ロ
マ
ン
主
義
政
治
思
想
研
究
』
木
鐸
社
。

小
野
紀
明
［
一

九
七
八
]
「自
由
主
義

の
政
治
哲
学
に
お
け
る
人
間
と
市
民
-

バ
ン
ジ

ャ
マ
ン
･
コ
ン
ス
タ

ン
を
中
心

に
し
て
」

(
一
)

『神
戸
法
学
雑
誌
』
第
二
八
巻
第
三
号
。

-［一

九
九
〇
]
「ド
･
メ
ー
ス
ト
ル
、
ボ
ー
ナ
ー
ル
、

コ
ル
テ
ス
-

十
九
世
紀
反
動
思
想

に
お
け
る
メ
タ
政
治
学
的
考
察
」
田
中

浩
(編
)
『現
代
世
界
と
国
民
国
家
の
将
来
』
御
茶

の
水
書
房
。-

[
一
九
九
四
]
『現
象
学
と
政
治
-

二
十
世
紀
ド
イ
ツ
精
神
史
研
究
』
行
人
社
。



柏
經
學
［
一

九
七
二
]
「
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ

の
ロ
マ
ン
主
義
的
政
治
思
想
-

S

･
T
･
コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
の
思
想

形
成
過
程
と
思
想
基
盤
を

と
お
し
て
」
『福
岡
大
学

法
学
論
叢
』
第

一
六
巻
第
三
号
。

-［一

九
八
二
]
「
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
の
ロ
マ
ン
主
義
政
治
思
想
-

S

･
T

･
コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
の
基
本
思
想
形
成
過
程

を
と
お
し
て
」

山
崎
時
彦

(編
)
『政
治
思
想
史

-

保
守
主
義

の
生
成
と
発
展
』
昭
和
堂
。

吉
瀬
征
輔
［
一

九
九

一
]
『十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
議
会
改
革
-

労
働
者
階
級
の
体
制
内
統
合
』
法
律
文
化
社
。

ギ

ル
マ
ン
、
ジ

ェ
イ
ム
ズ
［
一

九
九
二
]

(原
著
は

一
八
三
八
年
)
邦
訳

『
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
生
涯
』
こ
び
あ

ん
書
房
。

佐
々
木
毅

[
一
九
八
四
]

『プ
ラ
ト
ン
と
政
治
』
東
京
大
学
出
版
会
。

シ

ュ
ミ
ッ
ト
、
カ
ー
ル

[
一
九
七
一
］

(原
著

一
九

二
二
年
)
邦
訳

『政
治
神
学
』
未
来
社
。

白
井
厚
［
一

九
六
四
]
『
ウ
ィ
リ
ア
ム

･
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
研
究
』
未
来
社
。

杉
山
忠
平

[
一
九
七
四
]

『理
性
と
革
命
の
時
代
に
生
き
て
-

J

･プ
リ
ー
ス
ト
リ
伝
』
岩
波
新
書
。

妹
尾
剛
光

[
一
九
九
二
]
「
三
位

一
体
否
定
論
の

一
系
譜
-

ソ
ッ
ツ
ィ
ー

ニ
派

･
ホ
ッ
ブ
ズ

･
ロ
ッ
ク
」
関

西
大
学
経
済

･
政
治
研
究

所

『紛
争
処
理
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
』
(研
究
双
書
第
七
九
冊
)。

戸
沢
健
次

[
一
九
七
九
]
「
S

･
T

･
コ
ー
ル
リ

ッ
ジ
の
政
治
哲
学
研
究
（
１
）
」
『愛
媛
法
学
会
雑
誌
』
第
六
巻

第

一
号
。

田
中
秀
夫

[
一
九
八
四
-
八
五
]
「ポ
ー
コ
ッ
ク
思
想
史
学
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
」

(上
)
(下
)
『甲
南
経

済
学
論
集
』
第
二
五
、
二

六
巻
。

永
井
義
雄
［
一

九
六
二
]

『イ
ギ
リ
ス
急
進
主
義

の
研
究
』
御
茶
の
水
書
房
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
、

ユ
ル
ゲ

ン

[
一
九
七
三
]

(原
著

一
九
六
二
年
)
邦
訳

『公
共
性

の
構
造
転
換
』
未
来
社
。

半
沢
孝
麿
［
一

九
六
一
］

「
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
イ
ギ
リ
ス
急
進
主
義
政
治
思
想
」
『国
家
学
会
雑
誌
』
第
七
四
巻
。

-［一

九
八
六
]
「
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
に
お
け
る
政
治
哲
学

の
形
成
」
有
賀
弘

･
佐
々
木
毅

(編
)
『民
主
主
義
思
想

の
源
流
』
東
京
大



学
出
版
会
。

ホ
ワ
イ
ト

ヘ
ッ
ド
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド

･
ノ
ー
ス

[
一
九
八

一
]

(原
著

一
九

二
五
年
)
邦
訳

『科
学
と
近
代
世
界
』
松
籟
社
。

森
政
稔

[
一
九
八
六
]
「未
完
の
急
進
主
義
と
W

･
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
」
『国
家
学
会
雑
誌
』
第
九
九
巻
。


